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(57)【要約】
主サービングセルと副サービングセルとの間のＤＲＸ（
ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）動
作を調整する方法は、主サービングセルおよび副サービ
ングセルのＤＲＸパラメータを構成するステップと、主
サービングセル内と副サービングセル内との両方でＣＦ
Ｎ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ
）を位置合せするために無線インターフェース同期化手
順を実行するステップと、位置合せされたＣＦＮを使用
して主サービングセルおよび副サービングセルのＤＲＸ
受信パターンを調整するステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主サービングセルと副サービングセルとの間のＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　
ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）動作を調整する方法であって、
　前記主サービングセルおよび前記副サービングセルのＤＲＸパラメータを構成するステ
ップと、
　前記主サービングセル内と前記副サービングセル内との両方でＣＦＮ（Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）を位置合せするために無線インターフェース同期化
手順を実行するステップと、
　前記位置合せされたＣＦＮを使用して前記主サービングセルおよび前記副サービングセ
ルのＤＲＸ受信パターンを調整するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記構成するステップは、前記主サービングセルのＤＲＸパラメータの第１のセットお
よび前記副サービングセルのＤＲＸパラメータの第２のセットを構成するステップ、また
は前記主サービングセルと前記副サービングセルとの両方のＤＲＸパラメータの１つのセ
ットを構成するステップのうちのいずれか１つを含むことを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記構成するステップは、前記主サービングセルの第１のタイミングオフセットパラメ
ータおよび前記副サービングセルの第２のタイミングオフセットパラメータを計算するス
テップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記主サービングセルの前記受信パターンは、式
（（５×ＣＦＮ＿ＤＲＸ０－ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ０＋Ｓ＿ＤＲＸ０）　
ＭＯＤ　ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅ）＝０
に従って判定され、ここで、ＣＦＮ＿ＤＲＸ０は、前記主サービングセルの対応するフラ
クショナル個別物理チャネルに関連するＨＳ－ＳＣＣＨ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａ
ｒｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の無線フレーム番号であり、ＵＥ＿ＤＴＸ＿
ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ０は、前記主サービングセルのタイミングオフセットパラメータで
あり、Ｓ＿ＤＲＸ０は、前記主サービングセルのＨＳ－ＳＣＣＨサブフレーム番号であり
、ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンの反復サイクルを指定す
る上位層によって構成されたパラメータであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記副サービングセルの前記受信パターンは、式
（（５×ＣＦＮ＿ＤＲＸ１－ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ１＋Ｓ＿ＤＲＸ１）　
ＭＯＤ　ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅ）＝０
に従って判定され、ここで、ＣＦＮ＿ＤＲＸ１は、前記副サービングセルの対応するフラ
クショナル個別物理チャネルに関連するＨＳ－ＳＣＣＨ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａ
ｒｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の無線フレーム番号であり、ＵＥ＿ＤＴＸ＿
ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ１は、前記副サービングセルのタイミングオフセットパラメータで
あり、Ｓ＿ＤＲＸ１は、前記副サービングセルのＨＳ－ＳＣＣＨサブフレーム番号であり
、ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅは、前記ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンの反復サイクルを指定す
る上位層によって構成されたパラメータであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ＤＲＸアクティブ化命令またはＤＲＸ非アクティブ化命令を前記主サービングセルのＮ
ｏｄｅ　Ｂまたは前記副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂから無線送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）に送信するステップと、
　前記ＤＲＸアクティブ化命令または前記ＤＲＸ非アクティブ化命令に関する情報を前記
主サービングセルの前記Ｎｏｄｅ　Ｂまたは前記副サービングセルの前記Ｎｏｄｅ　Ｂか
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らサービング無線ネットワークコントローラ（ＳＲＮＣ）に送信するステップと
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＤＲＸアクティブ化命令または前記ＤＲＸ非アクティブ化命令を送信しなかったサ
ービングＮｏｄｅ　ＢでＤＲＸモードをアクティブ化または非アクティブ化するコマンド
を前記ＳＲＮＣから受信するステップ
をさらに含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記コマンドは、ＤＲＸモードをいつアクティブ化または非アクティブ化すべきかに関
するタイミング情報を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＤＲＸアクティブ化命令または前記ＤＲＸ非アクティブ化命令を以前に送信しなか
った前記サービングＮｏｄｅ　Ｂから、ＤＲＸモードをアクティブ化または非アクティブ
化するコマンドをＷＴＲＵに送信するステップ
をさらに含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　通知ベースのＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）アクティブ
化または非アクティブ化の方法であって、
　主サービングセルのアクティブ化命令または非アクティブ化命令を前記主サービングセ
ルのＮｏｄｅ　Ｂから無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に送信するステップと、
　対応するＤＲＸアクティブ化通知またはＤＲＸ非アクティブ化通知を前記主サービング
セルの前記Ｎｏｄｅ　Ｂからサービング無線ネットワークコントローラ（ＳＲＮＣ）に送
信するステップと、
　ＤＲＸアクティブ化コマンドまたはＤＲＸ非アクティブ化コマンドを副サービングセル
のＮｏｄｅ　Ｂで前記ＳＲＮＣから受信するステップと、
　前記副サービングセルのアクティブ化命令を前記副サービングセルの前記Ｎｏｄｅ　Ｂ
から前記ＷＴＲＵに送信するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記ＤＲＸアクティブ化通知または前記ＤＲＸ非アクティブ化通知は、前記主サービン
グセルの前記アクティブ化命令または前記非アクティブ化命令を前記ＷＴＲＵに送信する
前に前記ＳＲＮＣに送信されることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＤＲＸアクティブ化通知または前記ＤＲＸ非アクティブ化通知は、前記アクティブ
化または前記非アクティブ化に関するタイミング情報を含むことを特徴とする請求項１０
に記載の方法。
【請求項１３】
　通知ベースのＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）アクティブ
化または非アクティブ化の方法であって、
　ＤＲＸアクティブ化要求またはＤＲＸ非アクティブ化要求を主サービングセルのＮｏｄ
ｅ　Ｂからサービング無線ネットワークコントローラ（ＳＲＮＣ）に送信するステップと
、
　ＤＲＸアクティブ化グラントまたはＤＲＸ非アクティブ化グラントを前記主Ｎｏｄｅ　
Ｂで前記ＳＲＮＣから受信するステップと、
　前記主サービングセルおよび副サービングセルのＤＲＸアクティブ化命令またはＤＲＸ
非アクティブ化命令を前記主Ｎｏｄｅ　Ｂから無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に送信す
るステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記ＤＲＸアクティブ化グラントまたは前記ＤＲＸ非アクティブ化グラントは、前記主
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Ｎｏｄｅ　Ｂが前記ＤＲＸアクティブ化命令または前記ＤＲＸ非アクティブ化命令を前記
ＷＴＲＵにいつ送信すべきかに関するタイミング情報を含むことを特徴とする請求項１３
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＳＲＮＣが前記ＤＲＸアクティブ化要求または前記ＤＲＸ非アクティブ化要求をグ
ラントしないという条件の下で、前記ＳＲＮＣは、否定応答を前記主Ｎｏｄｅ　Ｂに送信
することを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＳＲＮＣが前記ＤＲＸアクティブ化要求または前記ＤＲＸ非アクティブ化要求をグ
ラントせず、前記主Ｎｏｄｅ　Ｂのタイマが前記ＤＲＸアクティブ化グラントまたは前記
ＤＲＸ非アクティブ化グラントを受信する前に満了するという条件の下で、前記主Ｎｏｄ
ｅ　Ｂは、前記要求がグラントされなかったと判定することを特徴とする請求項１３に記
載の方法。
【請求項１７】
　ＤＲＸアクティブ化コマンドまたはＤＲＸ非アクティブ化コマンドを前記ＳＲＮＣから
前記副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂに送信するステップ
をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＤＲＸ（ＤＩＳＣＯＮＴＩＮＵＯＵＳ　ＲＥＣＥＰＴＩＯＮ）を調整する方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、その内容が参照により本明細書に組み込まれている、２０１０年１０月１日
に出願した米国特許仮出願第６１／３８９，１０２号、２０１１年４月２９日に出願した
米国特許仮出願第６１／４８０，９９６号、および２０１１年８月１２日に出願した米国
特許仮出願第６１／５２３，００７号の利益を主張するものである。
【０００３】
　３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ）ＷＣＤＭＡ（登録商標）（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）初期リリース（Ｒ９９）は、個別チャネル（ＤＣＨ）に関
するダウンリンク上のソフトコンバイニング（ｓｏｆｔ　ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）の機構を
含む。ソフトコンバイニング動作では、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、複数のＮｏ
ｄｅ　Ｂを介して同一の情報を受信し、受信された情報をソフトビットレベルで組み合わ
せる。これは、一定の無線ビットレートがすべてのＮｏｄｅ　Ｂにまたがって同時に送信
されることにより可能であった。ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）がリリース５で導入された時、この手法は、この状況に
おいては、もはや働くことができず、それは、ＨＳＤＰＡでの瞬間ビットレートが瞬間チ
ャネル測定値に基づいて各Ｎｏｄｅ　Ｂでローカルに決定されるからである。瞬間チャネ
ル測定を使用することによって得られるスループット向上は、ソフトコンバイニングによ
って得られるマクロダイバーシティ利得より勝るものであった。
【０００４】
　より最近に、リリース８のＷＣＤＭＡ標準規格は、デュアルセルＨＳＤＰＡ動作（ＤＣ
－ＨＳＤＰＡ）を導入したが、この動作では、ＷＴＲＵが、同一無線帯内の隣接する周波
数上で同一のＮｏｄｅ　Ｂの２つのセルから同時にデータを受信する。この手法は、ＷＴ
ＲＵダウンリンクデータレートを２倍にすることを可能にする（その一方で２倍の帯域幅
を使用する）。この標準規格のリリース９およびリリース１０では、この概念が拡張され
て、マルチバンド動作および４つまでの同時ダウンリンク搬送波をサポートした。この手
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法は、セルにまたがってＷＴＲＵスループットを改善するが、追加の帯域幅を犠牲にして
これを行い、大きいシステム全体の利得をもたらさない。セルエッジ条件に遭遇するＷＴ
ＲＵについては、他の技法によって、追加の帯域幅を必要とせずにカバレッジを向上させ
ることができる。
【０００５】
　少なくとも２つの異なるセルを介するが、同一周波数内で受信して、セルエッジまたは
セクタエッジでの受信スループットを改善し、潜在的にスペクトル効率を高めるために、
第２のまたは複数の受信機のチェーン（マルチセルＨＳＤＰＡ、たとえば２Ｃ／４Ｃ　Ｈ
ＳＤＰＡの動作に必要）の存在を活用する他の手法が提案された。この利得は、同一周波
数および／または異なる周波数内での地理的に分離されたセル（ポイント）からのデータ
のマルチポイント（またはマルチセル）送信／受信を使用することによって実現すること
ができる。この形の動作を、マルチポイントＨＳＤＰＡ動作と称する。ＳＦ－ＤＣ－ＨＳ
ＤＰＡ（Ｓｉｎｇｌｅ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ＤＣ－ＨＳＤＰＡ）は、マルチポイントＨ
ＳＤＰＡの１つの実施形態例であることに留意されたい。
【０００６】
　マルチポイントＨＳＤＰＡにスループット利得を提供する手法を、ＷＴＲＵが各ＴＴＩ
（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）に受信できる異なるトラン
スポートブロックの個数に基づいて、４つの異なるカテゴリ（ソーススイッチング（ｓｏ
ｕｒｃｅ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）、ソフトコンバイニング、ソースマルチプレクシング（
ｓｏｕｒｃｅ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）、またはマルチフローアグリゲーション（ｍ
ｕｌｔｉ－ｆｌｏｗ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ））に粗くグループ化することができる。
ソーススイッチングでは、ＷＴＲＵは、一度に単一のソースからデータを受信するが、経
時的には複数のソースからデータを受信することができる。ソフトコンバイニングでは、
ＷＴＲＵは、検出性能の向上ために、複数のソースから同一のデータを受信し、ソフトイ
ンフォメーションを組み合わせる。ソースマルチプレクシングでは、ＷＴＲＵは、複数の
ソースから同時に異なるデータを受信する。これらの手法のすべてが、セルエッジまたは
セクタエッジにおけるＷＴＲＵスループットの向上を試みるものである。
【０００７】
　マルチポイントＤＣ－ＨＳＤＰＡ動作のモードに応じて、ＷＴＲＵは、複数のタスクを
実行して、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）上で搬送されるデータを復調しなければならない
。適度な複雑さでそれを行うために、符号空間のどの部分を復号すべきか、および一般に
それをどのように変調し、符号化すべきかをＷＴＲＵが判断するのを助ける基本情報をＮ
ｏｄｅ　Ｂが送信することが好ましい。このシグナリングおよび関連するＷＴＲＵアクシ
ョンは、動作のマルチポイントＨＳＤＰＡモードに応じて、それぞれ異なる形をとる可能
性がある。
【発明の概要】
【０００８】
　主サービングセルと副サービングセルとの間のＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　
ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）動作を調整する方法は、主サービングセルおよび副サービングセル
のＤＲＸパラメータを構成することと、主サービングセル内と副サービングセル内との両
方でＣＦＮ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）を位置合せするために
無線インターフェース同期化手順を実行することと、位置合せされたＣＦＮを使用して主
サービングセルおよび副サービングセルのＤＲＸ受信パターンを調整することとを含む。
【０００９】
　通知ベースのＤＲＸアクティブ化またはＤＲＸ非アクティブ化の方法は、主サービング
セルのアクティブ化命令または非アクティブ化命令を主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂか
ら無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に送信することと、対応するＤＲＸアクティブ化通知
またはＤＲＸ非アクティブ化通知を主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂからサービング無線
ネットワークコントローラ（ＳＲＮＣ）に送信することと、ＤＲＸアクティブ化コマンド
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またはＤＲＸ非アクティブ化コマンドを副サービングセルのＮｏｄｅ　ＢでＳＲＮＣから
受信することと、副サービングセルのアクティブ化命令を副サービングセルのＮｏｄｅ　
ＢからＷＴＲＵに送信することとを含む。
【００１０】
　通知ベースのＤＲＸアクティブ化またはＤＲＸ非アクティブ化の方法は、ＤＲＸアクテ
ィブ化要求またはＤＲＸ非アクティブ化要求を主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂからサー
ビング無線ネットワークコントローラ（ＳＲＮＣ）に送信することと、ＤＲＸアクティブ
化グラント（ｇｒａｎｔ）またはＤＲＸ非アクティブ化グラントを主Ｎｏｄｅ　ＢでＳＲ
ＮＣから受信することと、主サービングセルおよび副サービングセルのＤＲＸアクティブ
化命令またはＤＲＸ非アクティブ化命令を主Ｎｏｄｅ　Ｂから無線送受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）に送信することとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　より詳細な理解を、たとえば添付図面に関連して与えられる次の説明から得ることがで
きる。
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実施されてもよい通信システム例を示
す図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システム内で使用できる無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ
）例を示す図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システム内で使用できる無線アクセスネットワーク例お
よびコアネットワーク例を示す図である。
【図２】両方のセルを介して送信される同一の信号の動作モードを示す図である。
【図３】２つのセルにわたる互いに異なるスクランブリング符号の使用を示す図である。
【図４】支援ＣＰＩＣＨ（ｃｏｍｍｏｎ　ｐｉｌｏｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）の使用を示す図
である。
【図５】互いに異なるＲＶ（Ｒｅｄｕｎｄａｎｔ　Ｖｅｒｓｉｏｎ）の動作モードを示す
図である。
【図６】分割トランスポートブロックの使用の動作モードを示す図である。
【図７】互いに異なるトランスポートブロックの使用の動作モードを示す図である。
【図８】副セル指示ビットを搬送するＨＳ－ＳＣＣＨ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａｒ
ｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）符号化を示す図である。
【図９】１スロット副セル指示チャネル（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ　ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ　ｃｈａｎｎｅｌ、ＳＣＩＣＨ）タイミングを示すブロック図である。
【図１０】３スロットＳＣＩＣＨタイミングを示すブロック図である。
【図１１】ソフトコンバイニング動作を示す図である。
【図１２】データ対パイロット情報を搬送するＨＳ－ＳＣＣＨタイプ１の例を示す図であ
る。
【図１３】ＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）受信パターンの
位置合せの例を示す図である。
【図１４】通知ベースのＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化手順を示す図である。
【図１５】タイマを用いるＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化手順を示す図である。
【図１６】ハンドシェークベースのＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化手順を示す図で
ある。
【図１７】ＲＮＣによって制御されるＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化手順を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　最適の動作のために、従来のＷＴＲＵ受信機内で変更が必要になる場合があり、ＷＴＲ
Ｕ側での送信に関する追加の知識が必要になる場合がある。より具体的には、ソフトコン
バイニングの場合に、ＷＴＲＵが、最適の検出を保証するためにデータの有効な伝搬チャ
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ネルを正しく推定できる場合がある。これは、各Ｎｏｄｅ　Ｂからのパイロットチャネル
とデータチャネルとの間の相対電力についてＷＴＲＵ側が知っていることを必要とする。
【００１３】
　ソフトコンバイニング動作では、Ｎｏｄｅ　Ｂスケジューラは、システム性能を最適化
するために、あるＴＴＩ中に送信しないと判断することができる（たとえば、ＣＱＩ（Ｃ
ｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）に基づく）。その場合に、正しい
受信が保証されるように、ＷＴＲＵ受信機を再構成するか、ＷＴＲＵ受信機に知らせるこ
とができる。
【００１４】
　Ｎｏｄｅ　Ｂからの高速支援情報を用いるマルチポイントＨＳＤＰＡ動作の機構を説明
する。本明細書で言及される時に、用語「マルチポイントＨＳＤＰＡ」は、同一周波数ま
たは異なる周波数でのマルチポイント動作を指すことができる。説明を単純にするために
、方法の多くは、２ソースの文脈で説明されるが、これらの概念を、複数のソースにたや
すく拡張できることを理解されたい。いくつかの実施形態を、デュアルセルマルチポイン
トＨＳＤＰＡ動作の文脈で説明するが、これらの実施形態は、ダウンリンク動作に関する
マルチセルマルチポイント動作（ＨＳＤＰＡ）またはアップリンク動作に関するマルチセ
ルマルチポイント動作（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅ
ｓｓ、ＨＳＵＰＡ）に同等に適用可能である。さらに、これらの実施形態のいくつかは、
マルチポイントＬＴＥ（Ｌｏｎｇ－Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）動作にも適用可能で
ある可能性があり、ＨＳ－ＤＰＳＣＨは、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と同等とすることができ、ＨＳ－ＳＣＣＨ（Ｈｉ
ｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、ＰＤＣＣＨ（
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と同等とする
ことができる。
【００１５】
　次の用語が、本明細書で使用される。
【００１６】
　「サービングＨＳ－ＤＳＣＨ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅ
ｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）セル」、「主セル」、および「サービングセル」は、主ＨＳ－ＤＳ
ＣＨセルに関する同等の用語である。主ＨＳ－ＤＳＣＨセルは、ネットワークによって決
定され、通常は、Ｅ－ＡＧＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅ
ｌ　Ａｂｓｏｌｕｔｅ　Ｇｒａｎｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）など、そのＷＴＲＵの他の制御チ
ャネルを搬送する。
【００１７】
　「副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル」および「副セル」は、やはりＷＴＲＵにデータを
送信する少なくとも１つの他のＨＳ－ＤＳＣＨセルに関する同等の用語である。副サービ
ングＨＳ－ＤＳＣＨセルは、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルと同一周波数または異なる周
波数上で送信すると仮定される。副セルを、マルチポイントセルまたはマルチポイント副
セルと称する場合もある。
【００１８】
　「サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルセット」は、ＷＴＲＵにデータを送信できる、すなわ
ちＷＴＲＵがＨＳ－ＤＳＣＨ受信のためにそれをリスン（listen）するように構成される
、すべてのＨＳ－ＤＳＣＨセルのセットである（サービングセルおよびすべての副サービ
ングセルを含む）。サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルセットを、マルチポイントセットと称
する場合もある。
【００１９】
　「主ＨＳ－ＤＳＣＨ送信」は、主セルからのＨＳ－ＤＳＣＨ送信である。
【００２０】
　「副ＨＳ－ＤＳＣＨ送信」は、副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルからのＨＳ－ＤＳＣＨ
送信であり、それに関連する主ＨＳ－ＤＳＣＨ送信と同一のデータを搬送してもしなくて
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もよい。
【００２１】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態を実施できる例の通信システム１００
の図である。通信システム１００を、音声、データ、ビデオ、メッセージング、放送、そ
の他などのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多元接続システムとすることができ
る。通信システム１００は、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステムリソースの
共有を介してそのようなコンテンツにアクセスすることを可能にすることができる。たと
えば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ
（ｓｉｎｇｌｅ－ｃａｒｒｉｅｒ　ＦＤＭＡ）、および類似物などの１つまたは複数のチ
ャネルアクセス方法を使用することができる。
【００２２】
　図１Ａに示されているように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ
）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０
４、コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１
０、および他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示される実施形態が、任意
の個数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図する
ことを了解されたい。ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは
、無線環境内で動作し、および／または通信するように構成された任意の種類のデバイス
とすることができる。たとえば、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄを
、無線信号を送信および／または受信するように構成することができ、ＷＴＲＵ　１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定のまたはモバ
イルの加入者ユニット、ページャ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン
、ラップトップ機、ネットブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、家庭用電化製
品、および類似物を含むことができる。
【００２３】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含むことができる。基
地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネット１１０
、および／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのアク
セスを容易にするためにＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少
なくとも１つと無線でインターフェースするように構成された任意の種類のデバイスとす
ることができる。たとえば、基地局１１４ａ、１１４ｂを、無線基地局（ＢＴＳ）、Ｎｏ
ｄｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ、サイ
トコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータ、および類似物とすることがで
きる。基地局１１４ａ、１１４ｂは、それぞれ単一の要素として図示されているが、基地
局１１４ａ、１１４ｂが、任意の個数の相互接続された基地局および／またはネットワー
ク要素を含むことができることを了解されたい。
【００２４】
　基地局１１４ａを、ＲＡＮ　１０４の一部とすることができ、ＲＡＮ　１０４は、他の
基地局および／または基地局制御装置（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮ
Ｃ）、リレーノード、その他などのネットワーク要素（図示せず）も含むことができる。
基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂを、特定の地理的領域内で無線信号を送信
および／または受信するように構成することができ、この特定の地理的領域を、セルと称
する場合がある（図示せず）。セルを、さらに、セルセクタに分割することができる。た
とえば、基地局１１４ａに関連するセルを、３つのセクタに分割することができる。した
がって、一実施形態では、基地局１１４ａは、３つのトランシーバすなわち、セルのセク
タごとに１つのトランシーバを含むことができる。別の実施形態では、基地局１１４ａは
、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）技術を
使用することができ、したがって、セルのセクタごとに複数のトランシーバを利用するこ
とができる。
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【００２５】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ　１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数と通信することができ、エア
インターフェース１１６は、任意の適切な無線通信リンク（たとえば、ラジオ周波数（Ｒ
Ｆ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光、その他）とすることがで
きる。エアインターフェース１１６を、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用
して確立することができる。
【００２６】
　より具体的には、上で注記したように、通信システム１００は、多元接続システムとす
ることができ、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および類
似物などの１つまたは複数のチャネルアクセス方式を使用することができる。たとえば、
ＲＡＮ　１０４内の基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＵＴＲＡ（ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）な
どの無線技術を実施することができ、ＵＴＲＡは、ＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤ
ＭＡ）を使用してエアインターフェース１１６を確立することができる。ＷＣＤＭＡは、
ＨＳＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）および／またはＨＳＰ
Ａ＋（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ）などの通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡ
は、ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓ
ｓ）および／またはＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　
Ａｃｃｅｓｓ）を含むことができる。
【００２７】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａ
ｃｃｅｓｓ）などの無線技術を実施することができ、Ｅ－ＵＴＲＡは、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ
　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）および／またはＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ）を使用してエアインターフェース１１６を確立することができる。
【００２８】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ　８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏ
ｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、ＣＤＭＡ２０
００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（Ｉｎ
ｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００）、ＩＳ－９５（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄ
ａｒｄ　９５）、ＩＳ－８５６（Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６）、ＧＳＭ
（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎｓ）、ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ
　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ）、および類似物などの無線技
術を実施することができる。
【００２９】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、たとえば、無線ルータ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍ
ｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ、またはアクセスポイントとすることができ、仕事場、家庭、車両、
キャンパス、および類似物など、局所化された区域内で無線接続性を容易にする任意の適
切なＲＡＴを利用することができる。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ　
１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ　８０２．１１などの無線技術を実施して、ＷＬＡＮ（
無線ローカルエリアネットワーク）を確立することができる。別の実施形態では、基地局
１１４ｂおよびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ　８０２．１５などの無線技
術を実施して、ＷＰＡＮ（無線パーソナルエリアネットワーク）を確立することができる
。さらに別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、セ
ルラベースのＲＡＴ（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－Ａ、その他）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図
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１Ａに示されているように、基地局１１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を有
することができる。したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してイ
ンターネット１１０にアクセスすることを要求されないものとすることができる。
【００３０】
　ＲＡＮ　１０４は、コアネットワーク１０６と通信しているものとすることができ、コ
アネットワーク１０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（
ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービスをＷＴＲＵ　１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数に提供するように構成さ
れた任意の種類のネットワークとすることができる。たとえば、コアネットワーク１０６
は、呼制御、請求サービス、モバイルロケーションベースのサービス、プリペイド発呼、
インターネット接続性、ビデオ配信、その他を提供し、および／またはユーザ認証などの
高水準セキュリティ機能を実行することができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ
　１０４および／またはコアネットワーク１０６を、ＲＡＮ　１０４と同一のＲＡＴまた
は異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと直接または間接に通信しているものとすることが
できることを了解されたい。たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用しているものとする
ことができるＲＡＮ　１０４に接続されることに加えて、コアネットワーク１０６を、Ｇ
ＳＭ無線技術を使用している別のＲＡＮ（図示せず）と通信しているものとすることもで
きる。
【００３１】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰ
ＳＴＮ　１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアク
セスするためのゲートウェイとして働くこともできる。ＰＳＴＮ　１０８は、ＰＯＴＳ（
Ｐｌａｉｎ　Ｏｌｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供する回線交換電話網
を含むことができる。インターネット１１０は、ＴＣＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）／ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）イン
ターネットプロトコルスイート内のＴＣＰ、ＵＤＰ（ユーザデータグラムプロトコル）、
およびＩＰなどの一般的な通信プロトコルを使用する相互接続されたコンピュータネット
ワークおよびデバイスの全世界のシステムを含むことができる。ネットワーク１１２は、
他のサービスプロバイダによって所有および／または運営される有線または無線の通信ネ
ットワークを含むことができる。たとえば、ネットワーク１１２は、１つまたは複数のＲ
ＡＮに接続された別のコアネットワークを含むことができ、この１つまたは複数のＲＡＮ
は、ＲＡＮ　１０４と同一のＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用することができる。
【００３２】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの
いくつかまたはすべては、マルチモード能力を含むことができる、すなわち、ＷＴＲＵ　
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネッ
トワークと通信するために複数のトランシーバを含むことができる。たとえば、図１Ａに
示されたＷＴＲＵ　１０２ｃを、セルラベースの無線技術を使用することができる基地局
１１４ａおよびＩＥＥＥ　８０２無線技術を使用することができる基地局１１４ｂと通信
するように構成することができる。
【００３３】
　図１Ｂは、例のＷＴＲＵ　１０２のシステム図である。図１Ｂに示されているように、
ＷＴＲＵ　１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信要素１２２、
スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８
、ノンリムーバブルメモリ１０６、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳ（全
地球測位システム）チップセット１３６、および他の周辺機器１３８を含むことができる
。ＷＴＲＵ　１０２が、実施形態と一貫したままでありながら前述の要素の任意の副組合
せを含むことができることを了解されたい。
【００３４】
　プロセッサ１１８を、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、従来のプロセッサ、ＤＳ
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Ｐ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、複数のマイクロプロセッサ
、ＤＳＰコアに関連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ）回路、任意の他の種類のＩＣ（集積回路）、状態機械、および類似物と
することができる。プロセッサ１１８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処
理、および／またはＷＴＲＵ　１０２が無線環境内で動作することを可能にする任意の他
の機能性を実行することができる。プロセッサ１１８を、トランシーバ１２０に結合する
ことができ、トランシーバ１２０を、送信／受信要素１２２に結合することができる。図
１Ｂは、別々のコンポーネントとしてプロセッサ１１８およびトランシーバ１２０を示す
が、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０を、電子パッケージまたはチップ内に一
緒に一体化することができることを了解されたい。
【００３５】
　エアインターフェース１１６を介して基地局（たとえば、基地局１１４ａ）へ信号を送
信または基地局から信号を受信するように、送信／受信要素１２２を構成することができ
る。たとえば、一実施形態では、送信／受信要素１２２を、ＲＦ信号を送信および／また
は受信するように構成されたアンテナとすることができる。別の実施形態では、送信／受
信要素１２２を、たとえばＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信する
ように構成されたエミッタ／検出器とすることができる。さらに別の実施形態では、送信
／受信要素１２２を、ＲＦ信号と光信号との両方を送信および受信するように構成するこ
とができる。送信／受信要素１２２を、無線信号の任意の組合せを送信および／または受
信するように構成することができることを了解されたい。
【００３６】
　さらに、送信／受信要素１２２は、図１Ｂでは単一の要素として図示されているが、Ｗ
ＴＲＵ　１０２は、任意の個数の送信／受信要素１２２を含むことができる。より具体的
には、ＷＴＲＵ　１０２は、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって、一実施
形態では、ＷＴＲＵ　１０２は、エアインターフェース１１６を介して無線信号を送信お
よび受信する２つ以上の送信／受信要素１２２（たとえば、複数のアンテナ）を含むこと
ができる。
【００３７】
　送信／受信要素１２２によって送信される信号を変調し、送信／受信要素１２２によっ
て受信される信号を復調するように、トランシーバ１２０を構成することができる。上で
注記したように、ＷＴＲＵ　１０２は、マルチモード能力を有することができる。したが
って、トランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ　１０２がたとえばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ　８
０２．１１などの複数のＲＡＴを介して通信することを可能にする複数のトランシーバを
含むことができる。
【００３８】
　ＷＴＲＵ　１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば、ＬＣＤ（液晶デ
ィスプレイ）表示ユニットまたはＯＬＥＤ（有機発光ダイオード）表示ユニット）に結合
され、またはこれらからユーザ入力データを受け取ることができる。プロセッサ１１８は
、ユーザデータをスピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、および／またはデ
ィスプレイ／タッチパッド１２８に出力することもできる。さらに、プロセッサ１１８は
、ノンリムーバブルメモリ１０６および／またはリムーバブルメモリ１３２などの任意の
種類の適切なメモリからの情報にアクセスし、そのメモリにデータを格納することができ
る。ノンリムーバブルメモリ１０６は、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、ＲＯＭ（読
取り専用メモリ）、ハードディスク、または任意の他の種類のメモリストレージデバイス
を含むことができる。リムーバブルメモリ１３２は、ＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）カード、メモリスティック、ＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉ
ｇｉｔａｌ）メモリカード、および類似物を含むことができる。他の実施形態では、プロ
セッサ１１８は、サーバ上またはホームコンピュータ（図示せず）上など、ＷＴＲＵ　１
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０２上に物理的に配置されていないメモリからの情報にアクセスし、そのメモリにデータ
を格納することができる。
【００３９】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ　１０２内
の他のコンポーネントに電力を分配するようにおよび／または電力を制御するように構成
することができる。電源１３４は、ＷＴＲＵ　１０２に電力を供給する任意の適切なデバ
イスとすることができる。たとえば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（たとえば
、ＮｉＣｄ（ニッケル－カドミウム）、ＮｉＺｎ（ニッケル－亜鉛）、ＮｉＭＨ（ニッケ
ル水素）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）、その他）、太陽電池、燃料電池、および類
似物を含むことができる。
【００４０】
　プロセッサ１１８を、ＧＰＳチップセット１３６に結合することもでき、ＧＰＳチップ
セット１３６を、ＷＴＲＵ　１０２の現在ロケーションに関するロケーション情報（たと
えば、経度および緯度）を提供するように構成することができる。ＧＰＳチップセット１
３６からの情報に加えてまたはその代わりに、ＷＴＲＵ　１０２は、基地局（たとえば、
基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインターフェース１１６を介してロケーション情報
を受信し、および／または２つ以上の近くの基地局から受信されつつある信号のタイミン
グに基づいてそのロケーションを判定することができる。ＷＴＲＵ　１０２が、実施形態
と一貫したままでありながら任意の適切なロケーション判定方法によってロケーション情
報を獲得できることを了解されたい。
【００４１】
　プロセッサ１１８を、他の周辺機器１３８にさらに結合することができ、他の周辺機器
１３８は、追加の特徴、機能性、および／または有線もしくは無線の接続性を提供する１
つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含むこ
とができる。たとえば、周辺機器１３８は、加速度計、ｅコンパス、衛星トランシーバ、
デジタルカメラ（写真またはビデオ用）、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　
Ｂｕｓ）ポート、振動デバイス、テレビジョントランシーバ、ハンズフリーヘッドセット
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ（周波数変調）ラジオユニット、デ
ィジタル音楽プレイヤ、メディアプレイヤ、ビデオゲームプレイヤモジュール、インター
ネットブラウザ、および類似物を含むことができる。
【００４２】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ　１０４およびコアネットワーク１０６のシステム
図である。上で注記したように、ＲＡＮ　１０４は、エアインターフェース１１６を介し
てＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するのにＵＴＲＡ無線技術を使用する
ことができる。ＲＡＮ　１０４を、コアネットワーク１０６と通信しているものとするこ
ともできる。図１Ｃに示されているように、ＲＡＮ　１０４は、Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ
、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができ、Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ
は、それぞれ、エアインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃと通信する１つまたは複数のトランシーバを含むことができる。Ｎｏｄｅ－Ｂ　１
４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを、それぞれ、ＲＡＮ　１０４内の特定のセル（図示せず）
に関連付けることができる。ＲＡＮ　１０４は、ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂを含むこと
もできる。ＲＡＮ　１０４が、実施形態と一貫したままでありながら任意の個数のＮｏｄ
ｅ－ＢおよびＲＮＣを含むことができることを了解されたい。
【００４３】
　図１Ｃに示されているように、Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ　１４２
ａと通信していることができる。さらに、Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ｃは、ＲＮＣ　１４２ｂ
と通信していることができる。Ｎｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂ
インターフェースを介してそれぞれのＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂと通信することができ
る。ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒインターフェースを介してお互いと通信して
いることができる。ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂのそれぞれを、それが接続されるそれぞ
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れのＮｏｄｅ－Ｂ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを制御するように構成することができ
る。さらに、ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂのそれぞれを、外側ループ電力制御、負荷制御
、アドミッション制御、パケットスケジューリング、ハンドオーバ制御、マクロダイバー
シティ、セキュリティ機能、データ暗号化、および類似物などの他の機能性を実行しまた
はサポートするように構成することができる。
【００４４】
　図１Ｃに示されたコアネットワーク１０６は、ＭＧＷ（メディアゲートウェイ）１４４
、ＭＳＣ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ）１４６、ＳＧＳＮ（Ｓｅ
ｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）１４８、および／またはＧＧＳＮ（
Ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）１５０を含むことができる。前
述の要素のそれぞれが、コアネットワーク１０６の一部として図示されているが、これら
の要素の任意の１つが、コアネットワークオペレータ以外のエンティティによって所有お
よび／または運営される場合があることを了解されたい。
【００４５】
　ＲＡＮ　１０４内のＲＮＣ　１４２ａを、ＩｕＣＳインターフェースを介してコアネッ
トワーク１０６内のＭＳＣ　１４６に接続することができる。ＭＳＣ　１４６を、ＭＧＷ
　１４４に接続することができる。ＭＳＣ　１４６およびＭＧＷ　１４４は、ＰＳＴＮ　
１０８などの回線交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃに与えて、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の固定電話通信デバイス
との間の通信を容易にすることができる。
【００４６】
　ＲＡＮ　１０４内のＲＮＣ　１４２ａを、ＩｕＰＳインターフェースを介してコアネッ
トワーク１０６内のＳＧＳＮ　１４８に接続することもできる。ＳＧＳＮ　１４８を、Ｇ
ＧＳＮ　１５０に接続することができる。ＳＧＳＮ　１４８およびＧＧＳＮ　１５０は、
インターネット１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃに与えて、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応
デバイスとの間の通信を容易にすることができる。
【００４７】
　上で注記したように、コアネットワーク１０６を、ネットワーク１１２に接続すること
もでき、ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運
営される他の有線ネットワークまたは無線ネットワークを含むことができる。
【００４８】
　１つまたは複数の周波数内で１つより多くのＨＳ－ＤＳＣＨセルを介する送信をスケジ
ューリングし、および受信する方法を、下で説明する。マルチセルＨＳ－ＤＳＣＨ受信が
使用可能にされ、構成され、および／またはアクティブ化される時に、ネットワークは、
ＷＴＲＵをアドレッシング（ａｄｄｒｅｓｓ）し、ＨＳ－ＤＳＣＨセルを介する送信をス
ケジューリングすることができる必要がある。複数のセルを介して１つのトランスポート
ブロックに属するデータ送信を実行する方法は、両方のセルを介して同一の信号を送信す
ることと、共通の符号化ブロックを使用するが２つのセルを介して送信される異なる信号
を使用することと、トランスポートブロックを２つのセルにまたがって分割することと、
マルチポイント送信を受信し、スケジューリングすることとを含む。
【００４９】
　すべてのセルを介して同一の信号を送信する際に、ネットワークは、同一のデータトラ
ンスポートブロックを主サービングセルと副サービングセルとの両方を介してＷＴＲＵに
送信する（たとえば、デュアルセル動作のように）。図２の重複するエリアに示されてい
るように、チャネル符号化、レートマッチング、ＲＶ（Ｒｅｄｕｎｄａｎｔ　Ｖｅｒｓｉ
ｏｎ）選択、拡散、およびスクランブリングなどのＨＳ－ＰＤＳＣＨデータに対する同一
の処理が、すべてのセル内で行われる。その結果、同一の信号波形（Ｓ）が、各セルのア
ンテナで送信される。これらの信号は、無線で異なる伝搬経路を介して組み合わされる。
トランスポートブロックにアタッチ（ａｔｔａｃｈ）される１つのＣＲＣだけがあり、両
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方のセルがこの動作のモードについて同一のＲＶを共有するので、ＨＡＲＱプロセスを、
１つのセルだけが送信しつつあるかのように維持することができる。
【００５０】
　図２では、主サービングセル２０２と副サービングセル２０４との両方が、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨデータトランスポートブロック２０６を受信する。セル２０２と２０４との両方が
、処理機能の同一のセット（２０８）を有して、ＷＴＲＵ　２１２への送信のための信号
Ｓ　２１０を生成する。
【００５１】
　この動作モードについてＷＴＲＵをアドレッシングするためにダウンリンクＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨ送信をスケジューリングする１つの方法では、ネットワークは、１つのＨＳ－ＳＣ
ＣＨを使用して、両方のセルを介するデータ送信をスケジューリングすることができる。
なぜなら、両方のセルを介する信号が同一であるからである。あるいは、すべてのセルが
、同一のスクランブリング符号を使用して同一のＨＳ－ＳＣＣＨ信号を送信して、クロス
サイトダイバーシティを達成する。あるいは、異なるスクランブリング符号を、両方のセ
ルを介するＨＳ－ＳＣＣＨの送信に使用することができる。
【００５２】
　ＷＴＲＵが、特定のサブフレームでの支援送信（ａｓｓｉｓｔｉｖｅ　ｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ）を知り、その結果、データ受信を最適化するためにその受信機を調整できる
ようになることが望ましい可能性がある。たとえば、ＷＴＲＵは、副サービングセルを介
するデータ経路上でチャネル推定の実行を開始し、その高度な受信機での利得を最大にす
ることができる。ＷＴＲＵに、ＨＳ－ＳＣＣＨ制御チャネルまたは他のＬ１チャネルを介
して支援送信について動的に通知することができる。
【００５３】
　この動作モードでは、ＷＴＲＵを、さらに、ＭＩＭＯまたはビームフォーミング（ＢＦ
）を用いて構成することができる。しかし、２つのセルによって使用されるプリコーディ
ング重みは、伝搬経路の差に起因して、最適設計について異なる可能性がある。したがっ
て、２セットのプリコーディング重み情報（ＰＷＩ）ビットを、ＨＳ－ＳＣＣＨを介して
ＷＴＲＵに報告することができる。２つのセルから同一の信号を送信する動作モードをサ
ポートするのに必要なＨＳ－ＳＣＣＨ設計を変更して、ＴＴＩごとに支援送信の指示およ
び／または副サービングセルのＰＷＩ報告を含めることができる。
【００５４】
　この動作モードの小さい変形として、２つのセルでのスクランブリング符号を、図３に
示されているように異なるものとすることができる。２つの異なるスクランブリング符号
を使用することによって、２つの異なる信号（Ｓ１、Ｓ２）が生成される。ＷＴＲＵは、
２つの信号が同様であると考えられるときには必ず、任意のより後の処理ステージで、関
連するスクランブリング符号およびソフトコンバイニングに従って復調を実行することが
できる。
【００５５】
　図３では、主サービングセル３０２と副サービングセル３０４との両方が、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨデータトランスポートブロック３０６を受信する。セル３０２と３０４との両方が
、ＣＲＣアタッチメント、チャネル符号化、レートマッチング、ＨＡＲＱ　ＲＶ選択、物
理チャネルマッピング、および拡散（３０８）をブロックに対して同様に実行する。主サ
ービングセル３０２は、スクランブリング（３１０）を実行して、ＷＴＲＵ　３１４への
送信用の信号Ｓ１　３１２を生成する。同様に、副サービングセル３０４は、異なるスク
ランブリング（３２０）を実行して、ＷＴＲＵ　３１４への送信用の信号Ｓ２　３２２を
生成する。
【００５６】
　この構成を、ＷＴＲＵが少なくとも２つのアンテナを備え、したがって２つのセルから
の２つの信号を２つのセルの空間差によって効果的に分離できる場合に適用可能とするこ
とができる。分離の問題を軽減するために、プリコーディング重みを、２つのセルの送信
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アンテナにまたがって適用することができる。この形で、ＭＩＭＯ多重化の利得を、２つ
のセルのアンテナにまたがって達成することができる。
【００５７】
　支援送信に用いられる副サービングセルについて、ＣＰＩＣＨと表されるそのパイロッ
トチャネルは、ネットワークによってこのセルに割り当てられたスクランブリング符号を
用いて送信されなければならない。なぜなら、このセルが、このセルを主サービングセル
と考える他のＷＴＲＵにサービスするためにその主タスクを実行しなければならないから
である。チャネル推定は、通常、ＣＰＩＣＨに基づいて実行されるので、この制限は、Ｗ
ＴＲＵ受信機機能がデュアルスクランブリング符号を処理するように変更されることを必
要とする可能性があり、この変更は、２つの不利益をもたらす可能性がある。第１に、動
作が、単一の送信モードに対して透過的ではなく、ＷＴＲＵは、ＴＴＩごとに支援送信モ
ードについて知らされなければならない。第２に、受信機の機能変更が可能ではないレガ
シＷＴＲＵが、複数ポイント送信の利益を享受できない可能性がある。
【００５８】
　解決策として、追加のＣＰＩＣＨを、主セルと同一のスクランブリング符号を使用して
副サービングセルを介して送信することができる。オリジナルＣＰＩＣＨ（１つまたは複
数）は、それでも、このセルに割り当てられたスクランブリング符号を使用して送信され
る。拡散係数が、ＣＰＩＣＨについて大きく（２５６）、ＷＣＤＭＡセルラシステムが、
複数の共存するスクランブリング符号を可能にするために設計されているので、支援パイ
ロットチャネルを追加することによって作られる干渉は、制御しやすいものでなければな
らない。この解決策を、図４に示す。
【００５９】
　図４では、主サービングセル４０２と副サービングセル４０４との両方が、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨデータトランスポートブロック４０６を受信する。セル４０２と４０４との両方が
、ブロック（４０８）を同様に処理して、支援されるＷＴＲＵ　４１２への送信用の信号
Ｓ　４１０を生成する。副サービングセル４０４は、支援ＣＰＩＣＨ（ａｓｓｉｓｔｉｖ
ｅ　ＣＰＩＣＨ）信号４２０を支援されるＷＴＲＵ　４１２に送信し、支援ＣＰＩＣＨ信
号４２０は、別のＷＴＲＵ　４２４によってＣＰＩＣＨ信号４２２としても扱われる。
【００６０】
　図４に示された構成を用いると、支援送信は、すべてのＷＴＲＵに透過的である。とい
うのは、チャネル推定を、従来の受信機構造によって２つのセルへの両方の受信経路につ
いて効果的に実行することができるからである。副サービングセルからの信号を、追加の
複数の経路として扱うことができる。
【００６１】
　支援ＣＰＩＣＨの設計は、さらに、次のうちの１つまたは複数を含むことができる。支
援ＣＰＩＣＨを、絶えず送信されるのではないものとすることができ、支援ＨＳ－ＰＤＳ
ＣＨ（ａｓｓｉｓｔｉｖｅ　ＨＳ－ＰＤＳＣＨ）送信が行われつつあるサブフレームでの
み送信することができる。ＨＳ－ＰＤＳＣＨに関する同一のクロスセルプリコーディング
を、支援ＣＰＩＣＨに適用して、クロスセルビームフォーミング効果を持たせ、他のＷＴ
ＲＵに対するその干渉を軽減させることができる。副サービングセル内で送信される他の
物理チャネルに対する相対的な支援ＣＰＩＣＨの電力を、動的に可変として、ＭＰ利得を
最大にし、オーバーヘッドを最小にすることができる。
【００６２】
　共通の符号化ブロックを使用するが、２つのセルを介して異なる信号を送信するときに
は、ネットワークは、同一の情報または同一のトランスポートブロックサイズを、２つの
ＨＳ－ＤＳＣＨセルを介してＷＴＲＵに送信する。これを、同一のスクランブリング符号
を使用して両方のセルによって、または異なるスクランブリング符号を使用して両方のセ
ルによって、実行することができる。無線で送信される信号は、データの同一のトランス
ポートブロックがＷＴＲＵに送信されることが意図される場合であっても、２つのセルに
ついて必ずしも同一ではない場合がある。これは、副サービングセルが、送信のために符
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号化されたデータの異なる部分（すなわち、異なるＲＶ（Ｒｅｄｕｎｄａｎｔ　Ｖｅｒｓ
ｉｏｎ））または異なる変調を選択できるからである。異なるＲＶの使用の例を、図５に
示す。
【００６３】
　図５では、主サービングセル５０２と副サービングセル５０４との両方が、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨデータトランスポートブロック５０６を受信する。セル５０２と５０４との両方が
、ＣＲＣアタッチメント、チャネル符号化、およびレートマッチング（５０８）をブロッ
クに対して同様に実行する。主サービングセル５０２は、ＨＡＲＱ　ＲＶ選択、物理チャ
ネルマッピング、拡散、およびスクランブリング（５１０）を実行して、ＷＴＲＵ　５１
４への送信用の信号Ｓ１　５１２を生成する。同様に、副サービングセル５０４は、異な
るＨＡＲＱ　ＲＶ選択、物理チャネルマッピング、拡散、およびスクランブリング（５２
０）を実行して、ＷＴＲＵ　５１４への送信用の信号Ｓ２　５２２を生成することができ
る。
【００６４】
　支援送信は、２つの送信に含まれるデータを関連付ける手段が容易にされる限り、必ず
しも主送信と同一のサブフレーム内で送信されない場合がある。この動作モードについて
、２つのサービングセルは、同一周波数で動作することを要求されないものとすることが
できる。２つのセルからの信号のソフトコンバイニングを、受信機処理のより後のステー
ジで記号レベルで実行することができるので、副サービングセルからの支援送信を、異な
る周波数帯を用いて構成することができる。
【００６５】
　ＨＡＲＱレベルでのソフトコンバイニングについて、各セルは、そのＲＶ選択をサブフ
レームごとにＨＳ－ＳＣＣＨメッセージ内で示すことを要求される。ネットワークスケジ
ューラは、同一のＲＶを用いる複数の送信または再送信をスケジューリングする柔軟性を
有することができる。ＷＴＲＵでは、同一のＲＶを有するデータパケットが受信された後
に、ＷＴＲＵは、まずこれらのパケットのうちの１つに対して単純なチェースコンバイニ
ング（ｃｈａｓｅ　ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）を実行し、その後、これをＨＡＲＱレベルで他
のパケットと組み合わせることができる。あるいは、２つのＲＶの関係を定義する所定の
ルールが指定され、ＲＶのうちの１つのみの選択は、ＨＳ－ＳＣＣＨ内でシグナリングさ
れる。ＨＳ－ＳＣＣＨの受信時に、ＷＴＲＵは、このルールを適用することによって副セ
ルのＲＶを判定する。たとえば、副セルのＲＶを、主セルのＲＶに事前定義のテーブル内
のオフセット（たとえば、＋１）を加えたものと同等とすることができる。
【００６６】
　図６に示されているように、２つのセルにわたるトランスポートブロックの分割は、Ｃ
ＲＣがトランスポートブロックにアタッチされた後にデータを分割することを可能にする
。主サービングセル６０２と副サービングセル６０４との両方が、ＨＳ－ＰＤＳＣＨデー
タトランスポートブロック６０６を受信する。セル６０２と６０４との両方が、ブロック
に対するＣＲＣアタッチメント（６０８）を同様に実行する。主サービングセル６０２は
、チャネル符号化、レートマッチング、ＨＡＲＱ　ＲＶ選択、物理チャネルマッピング、
拡散、およびスクランブリング（６１０）を実行して、ＷＴＲＵ　６１４への送信用の信
号Ｓ１　６１２を生成する。同様に、副サービングセル６０４は、チャネル符号化、レー
トマッチング、ＨＡＲＱ　ＲＶ選択、物理チャネルマッピング、拡散、およびスクランブ
リング（６２０）を実行して、ＷＴＲＵ　６１４への送信用の信号Ｓ２　６２２を生成す
る。２つのセル６０２、６０４上の送信処理機能（チャネル符号化、レートマッチング、
ＨＡＲＱ　ＲＶ選択、物理チャネルマッピング、拡散、およびスクランブリング）を、独
立にすることができ、これは、符号化レート、変調、スクランブリングなどを、セルにま
たがって異なるまたは同一とすることができることを意味する。
【００６７】
　トランスポートブロックを、両方のセルの伝搬経路に関するＷＴＲＵから報告されたＣ
ＱＩに従って比例して分割することができる。一実施態様例では、ＴＢ１が、主サービン
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グセルのＣＱＩおよび他のスケジューリング判断によって示される好ましいトランスポー
トブロックサイズであるものとし、ＴＢ２が、副サービングセルに関する好ましいＴＢサ
イズであるものとする。総トランスポートブロックサイズは、ＴＢ＝ＴＢ１＋ＴＢ２によ
って決定される。ＴＢ１と等しいサイズのデータが、主サービングセルによって処理され
、ＷＴＲＵに送信される。残りのデータは、送信のために副サービングセルに委ねられる
。あるいは、２つのセルが等しい量のデータを送信することを可能にする均等分割方式を
採用することができ、または、所定のルールを使用してデータをどのように分割すべきか
を決定することができる。
【００６８】
　代替の方法では、データを、変調が実行された後に送信ポイントにまたがって異なるレ
イヤに分割することができる。より具体的には、変調された信号を、送信ポイントにまた
がって所定のルールに従って分割することができる。
【００６９】
　データをどのように分割しなければならないのかを、ＨＳ－ＳＣＣＨシグナリングを介
してＷＴＲＵに明示的に示すことができる。より具体的には、別々のトランスポートブロ
ックサイズまたはサイズを示す別々のビット数を、ＷＴＲＵにシグナリングすることがで
きる。ＷＴＲＵは、それに応じてＨＳ－ＤＰＳＣＨを復号する。あるいは、ＷＴＲＵは、
１つのＨＳ－ＳＣＣＨ（たとえば、主）からすべての情報を受信し、および所定のルール
を使用して各セルを介して送信されるビット数を判定する。ＷＴＲＵを、この送信方式を
用いて半静的にまたは動的に構成することができ、ここで、ＴＢが分割されたか否かは、
事前に決定されるルールのいずれかに従って明示的に示される。この指示を受信した時に
、ＷＴＲＵは、各ポイントまたはセルからのデータを独立に復号し、データを組み合わせ
ることができる。
【００７０】
　１つのＣＲＣだけが、合同トランスポートブロックにアタッチされるので、ＷＴＲＵは
、全体としてトランスポートブロック全体を肯定応答することができる。したがって、２
つのセルが送信に用いられる場合であっても、１つのＨＡＲＱ機能だけが必要である。Ｎ
ＡＣＫがネットワークに送信された後に、両方のセルが、ＨＡＲＱ再送信で同時にデータ
を再送信する。
【００７１】
　２つのセルからの分割送信をシグナリングするために、既存のＨＳ－ＳＣＣＨメッセー
ジを、各セル上で同時に再利用することができる。相違は、メッセージ内で示されるトラ
ンスポートブロックサイズが、トランスポートブロック全体に関するのではなく、分割の
後のデータブロックサイズであることである。同一のまたは異なるスクランブリング符号
を、この形でのデータの送信に使用することができ、異なる重みを、各セル送信に適用す
ることができる。
【００７２】
　マルチポイント送信の受信およびスケジューリングを実行する方法を、下で説明する。
送信モードまたは受信モードを、ＲＲＣシグナリングを介してＷＴＲＵ内で半静的に構成
することができ、あるいは、より動的な送信モードを実行することができる。これは、Ｗ
ＴＲＵが、複数のポイントにわたって複数の異なる送信方式のいずれにも従ってデータを
受信することを可能にする。
【００７３】
　ＷＴＲＵをスケジューリングする１つの方法では、ネットワークは、１つのＨＳ－ＳＣ
ＣＨを使用して、両方のセルを介するデータ送信をスケジューリングすることができる。
このＨＳ－ＳＣＣＨを、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル上または副セル上で送信すること
ができる。この解決策について、ＷＴＲＵは、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルのＨＳ－ＳＣＣＨ符
号セットを監視するのみである。ＷＴＲＵが、そのＷＴＲＵ専用のＨＳ－ＳＣＣＨを検出
し、本明細書で説明した解決策のいずれかに従って、データが両方のセルを介してスケジ
ューリングされることを知ったときに、ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＳＣＣＨで受信した情報に従
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って、両方のセル上でＨＳ－ＰＤＳＣＨ（１つまたは複数）を受信し始めることができる
。あるいは、１つのＨＳ－ＳＣＣＨだけが、２つのセルを介する送信を示すのに使用され
る場合であっても、このＨＳ－ＳＣＣＨを、主ＨＳ－ＳＣＣＨまたは副ＨＳ－ＳＣＣＨを
介して送信することができる。
【００７４】
　マルチポイント送信方式に依存して、ＨＳ－ＳＣＣＨタイプを変更して、ＷＴＲＵがデ
ータを正常に復号することを可能にする追加情報を含めることができる。より具体的には
、新しいＨＳ－ＳＣＣＨ設計を導入して、副サービングセル上のデータを完全に復号する
のに必要な追加情報をシグナリングすることができる。この新しいＨＳ－ＳＣＣＨ設計は
、ＨＳ－ＳＣＣＨに関するレートマッチングアルゴリズムの変更を必要とする可能性があ
る。ＷＴＲＵを、半静的構成に基づいてこのタイプのＨＳ－ＳＣＣＨを復号するように構
成することができる。
【００７５】
　あるいは、１つのＨＳ－ＳＣＣＨだけがＷＴＲＵをスケジューリングするのに使用され
る場合であっても、同一のＨＳ－ＳＣＣＨを、すべての送信ポイントにまたがって送信し
て（たとえば、信号波形において同一）、セルエッジでのＨＳ－ＳＣＣＨ送信の信頼性を
高めるためにクロスサイトダイバーシティを達成することができる。あるいは、同一のＨ
Ｓ－ＳＣＣＨを、すべての送信ポイントを介して、しかしＨＳ－ＳＣＣＨごとに異なるス
クランブリング符号を使用して、繰り返すことができる。
【００７６】
　第２の方法では、２つのＨＳ－ＳＣＣＨを使用して、２つのセルを介する送信をスケジ
ューリングする。送信方式に依存して、ＨＳ－ＳＣＣＨは、同一の情報を含むことができ
、ＷＴＲＵは、支援送信が両方のセルを介して行われつつあることを知り、物理層で組合
せを実行する。あるいは、ＨＳ－ＳＣＣＨは、類似する情報のサブセットと、異なる情報
のサブセットとを含むことができる。より具体的には、各セルのＨＳ－ＳＣＣＨは、各セ
ル上で個別にデータを復号するのに必要な情報を含むことができ、したがって、ＰＷＩ、
ＲＶ、変調その他などであるがこれに限定されないある種の情報が異なる場合に、シグナ
リングされる情報の一部が異なる可能性がある。しかし、同一のＨＳ－ＳＣＣＨタイプ（
たとえば、タイプ３またはタイプ１）が、両方のセルを介してシグナリングされる。
【００７７】
　第３の方法では、２つのセルを介して送信されるＨＳ－ＰＤＳＣＨは、必ずしも同一の
情報を含まないものとすることができる。より具体的には、同一のトランスポートブロッ
クが送信されつつある場合であっても、ネットワークは、たとえば、２つのセルを介して
送信されるデータの異なるＲＶもしくは異なる変調フォーマット、または、おそらくは同
一のもしくは異なるスクランブリング符号を用いる異なるプリコーディング重み情報を使
用することができる。次いで、ＷＴＲＵは、データの２つのストリームを独立に復号し、
ＨＡＲＱレベルまたは物理層でソフトコンバイニングを実行することができる。この情報
をＷＴＲＵに提供するために、同一のタイプのＨＳ－ＳＣＣＨを使用して、各セル上でＨ
Ｓ－ＤＰＳＣＨを受信するのに必要な情報をシグナリングすることができる。
【００７８】
　あるいは、１つのＨＳ－ＳＣＣＨを使用して、両方のセルを介するこのタイプのデータ
の送信をスケジューリングすることができ、そのＨＳ－ＳＣＣＨを、主セルを介して送信
することができる。これは、新しいＨＳ－ＳＣＣＨタイプを必要とする可能性があり、新
しい情報フィールドが、単一セル送信に必要な情報ビットに追加される。これは、副セル
内で異なる可能性がある情報を含むことができる。たとえば、ＲＶが異なることが許容さ
れる場合には、ＨＳ－ＳＣＣＨは、副セルのＲＶフィールドを含むことができる。同様に
、異なる変調方式が使用される場合には、副セル変調情報フィールドを、ＨＳ－ＳＣＣＨ
に追加することができる。
【００７９】
　もう１つの代替案では、２つの異なるＨＳ－ＳＣＣＨタイプを、主ＨＳ－ＤＳＣＨセル
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および副ＨＳ－ＤＳＣＨセルを介して送信することができる。ＨＳ－ＤＰＳＣＨを復号す
るのに必要な一般情報を搬送するＨＳ－ＳＣＣＨは、主セルを介して送信される。これは
、両方のセル上のＨＳ－ＤＰＳＣＨ送信に共通する情報と、主セル上で一意である可能性
がある情報のセットとを含むことができる。共通のＨＳ－ＤＰＳＣＨ情報のセットは、ト
ランスポートブロックサイズ、ＨＡＲＱプロセス情報、チャネライゼーション符号（ｃｈ
ａｎｎｅｌｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｄｅ）セット、および変調方式（変更が許容されない場
合）を含むことができるが、これに限定されない。主ＨＳ－ＤＳＣＨセル上でのデータの
送信に一意である可能性がある情報は、ＷＴＲＵ識別情報、ＲＶ、変調方式、およびＰＷ
Ｉを含むことができるが、これに限定されない。
【００８０】
　上記の情報が、例として使用され、ＨＳ－ＳＣＣＨタイプ１からの情報のリストを示す
ことを理解されたい。しかし、上の情報は、たとえばＨＳ－ＳＣＣＨタイプ３を用いる、
ＭＩＭＯが使用される場合にも適用可能である。より具体的には、既存のＨＳ－ＳＣＣＨ
タイプを使用して、この情報を主セルを介してＷＴＲＵにシグナリングすることができ、
新しいＨＳ－ＳＣＣＨタイプを、マルチポイントセルを介して送信することができる。
【００８１】
　副セル上のＨＳ－ＳＣＣＨは、主ＨＳ－ＤＳＣＨ上および副ＨＳ－ＤＳＣＨ上の２つの
送信の符号化を区別する情報のセットを提供することができる。より具体的には、副セル
上のＨＳ－ＳＣＣＨは、ＨＳ－ＤＰＳＣＨ上のデータを復号するのに必要な情報のサブセ
ットだけを含むことができる。上で説明した方法のいずれかについて副セル内のデータを
復号するのに必要な追加情報（たとえば、両方のセルを介して送信される１つのＨＳ－Ｓ
ＣＣＨタイプまたは異なるセルを介して送信される２つのＨＳ－ＳＣＣＨタイプ）は、副
セルで使用されるＲＶと、副セルで使用される変調方式と、副セルで使用されるＷＴＲＵ
識別情報と、副サービングセルＰＷＩについて追加できる２つの追加ビットを含むプリコ
ーディング重み情報と、たとえばネットワークが主ＨＳ－ＤＰＳＣＨとは異なるＨＳ－Ｄ
ＰＳＣＨ符号を介してＷＴＲＵをスケジューリングする場合のチャネライゼーション符号
セットと、電力オフセットとのうちの少なくとも１つまたは組合せを参照することができ
る。
【００８２】
　たとえば、ネットワークが、異なるＲＶを使用することを許容される場合に、ネットワ
ークは、副ＨＳ－ＳＣＣＨを使用して、副ＨＳ－ＤＳＣＨ上のデータが使用しつつある異
なるＲＶをシグナリングすることができる。副セル内のＷＴＲＵ識別情報、たとえばＨ－
ＲＮＴＩ（ＨＳ－ＤＳＣＨ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅ
ｎｔｉｆｉｅｒ）は、主セル内で使用されるＷＴＲＵ識別情報と同一である場合があり、
または、異なる識別情報が、ＷＴＲＵに割り当てられる場合がある。１つのＨＳ－ＳＣＣ
Ｈだけが使用される場合には、副セルのＷＴＲＵ識別情報は、追加情報として要求されな
い。
【００８３】
　支援送信が、主サービングセルからのデータ送信とは異なるサブフレームで送信される
ことが許容される場合には、追加情報は、主サービングセルからの関連するデータが送信
されたサブフレームに対するオフセットを含むことができる。あるいは、これを、主セル
からのデータが送信された関連するＨＡＲＱプロセスＩＤを提供することによってシグナ
リングすることができる。より具体的には、この方式について、副セルを介して送信され
る新しいＨＳ－ＳＣＣＨタイプは、ＨＡＲＱプロセスＩＤを含むことができる。
【００８４】
　この情報をシグナリングするために、新しいＨＳ－ＳＣＣＨタイプを、情報のこのサブ
セットだけを含む副ＨＳ－ＤＳＣＨセルのために使用することができる。ＷＴＲＵは、主
ＨＳ－ＳＣＣＨの一般情報を使用して、ＨＳ－ＤＰＳＣＨを復号するのに必要な他のパラ
メータを判定することができる。
【００８５】
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　複数のセルを介する異なるデータブロックの送信方法を、下で説明する。別の動作モー
ドでは、ネットワークは両方のセルを介して異なるデータを送信することができるが、そ
のデータは、同時には送信されない。２つのセルは、このモードについて同一周波数で動
作していてもよいし、動作していなくてもよい。ＷＴＲＵを、どのセルを介してＨＳ－Ｄ
ＰＳＣＨデータが送信されようとしているかについての指示を伴って、主ＨＳ－ＤＳＣＨ
セルを介してスケジューリングすることができる。このスケジューリングを、ＴＴＩごと
に動的に実行することができる。セルＩＤを含むようにＨＳ－ＳＣＣＨを変更する、２つ
のＨ－ＲＮＴＩを用いてＷＴＲＵを構成する、ＨＳ－ＳＣＣＨ符号を使用する、またはＨ
ＡＲＱプロセスを使用する、という方法のうちの１つまたは組合せを使用して、ネットワ
ークがＨＳ－ＤＰＳＣＨを送信するのに使用するセルをシグナリングすることができる。
【００８６】
　ＨＳ－ＳＣＣＨを変更して、セルＩＤを含めることができ、このセルＩＤは、対応する
ＨＳ－ＤＰＳＣＨがそれを介して送信されようとしているセルを示す。たとえば、ビット
に０がセットされている場合に、送信は、主セルを介し、そうでない場合には、副セルを
介して送信される。あるいは、１つより多い副ＨＳ－ＤＳＣＨセルが同一周波数で構成さ
れる場合に、より多くのビットをＨＳ－ＳＣＣＨに追加して、セル番号を提供することが
できる。
【００８７】
　ＷＴＲＵを、２つのＨ－ＲＮＴＩ、たとえば主および副を用いて構成することができる
。ネットワークは、すべての主ＨＳ－ＤＰＳＣＨ送信に主Ｈ－ＲＮＴＩを使用し、すべて
の副ＨＳ－ＤＰＳＣＨ送信に副Ｈ－ＲＮＴＩを使用する。
【００８８】
　たとえば、使用されるＨＡＲＱプロセスを識別するときに、ＨＡＲＱプロセスのサブセ
ットが、主セル上の送信だけに使用され、別のサブセットが、副セル上の送信に使用され
る。
【００８９】
　ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＳＣＣＨ符号セット情報を与えられて、主セルおよび副セル上で監
視するが、所与の時に１つのＨＳ－ＳＣＣＨセットだけを監視する。より具体的には、ネ
ットワークは、レイヤ１シグナリングまたはレイヤ２シグナリングを介して、監視するセ
ルを切り替えるようにＷＴＲＵに半動的に指示することができる。
【００９０】
　一実装形態では、新しいレイヤ１メッセージは、ＷＴＲＵが現在監視しているＨＳ－Ｄ
ＳＣＨセルを変更するようにＷＴＲＵに命令することができる。このレイヤ１メッセージ
は、新しいＨＳ－ＳＣＣＨ命令に対応することができる。これを、新しい命令タイプ、た
とえば、命令タイプｘｏｄｔ，１、ｘｏｄｔ，２、ｘｏｄｔ，３＝‘０１０’を導入する
ことによって実行することができる。その後、命令ビットを、それらが、アクティブであ
ることができるまたはＷＴＲＵが監視を開始することのできるＨＳ－ＤＳＣＨセルを示す
ようにセットすることができる。たとえば、
　予約済み、ｘｏｒｄ，１、ｘｏｒｄ，２＝ｘｒｅｓ，１、ｘｒｅｓ，２

　監視すべきＨＳ－ＤＳＣＨセルｘｏｒｄ，３＝ｘｈｓ－ｄｓｃｈ，１

【００９１】
　ｘｈｓ－ｄｓｃｈ，１＝‘０’である場合には、ＷＴＲＵは、主セルのＨＳ－ＳＣＣＨ
を監視する。ｘｈｓ－ｄｓｃｈ，１＝‘１’である場合には、ＷＴＲＵは、副セルのＨＳ
－ＳＣＣＨを監視する。他の命令ビットは、将来の使用のためにまたは他の副セルの使用
のために予約済みとすることができる。たとえば、単一の周波数内の２つより多いＨＳ－
ＤＳＣＨセルが構成される場合には、ｘｏｒｄ，２ビットを、ｘｏｒｄ，３に類似する形
で使用することができる。
【００９２】
　あるいは、ＤＣ－ＨＳＤＰＡに使用される命令など、既存の命令を使用することができ
る。より具体的には、異なる周波数で副セルをアクティブ化または非アクティブ化するの
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に使用されるビットを使用して、ＨＳ－ＤＳＣＨセルを切り替えるようにＷＴＲＵに示す
ことができる。より具体的には、命令が、副セルをアクティブ化するように示す場合に（
かつ、マルチポイント動作を用いて構成される場合に）、ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＳＣＣＨ受
信を同一周波数の副セルに切り替える。副セルを非アクティブ化する命令が与えられると
きには、ＷＴＲＵは、フォールバックして、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルでのＨＳ－ＳＣＣＨ受
信を実行する。ＷＴＲＵが命令を受信するときに、ＷＴＲＵは、その受信機を示されたセ
ルに再同調し、その命令を受信した時の新しいセルＸ　ＴＴＩのＨＳ－ＳＣＣＨを監視し
始めることができ、Ｘは、事前定義の値である。
【００９３】
　第２の実装形態では、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）制御プ
ロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を使用して、ＷＴＲＵが監視しなければならないＨＳ
－ＤＳＣＨセル、たとえばセル番号をＷＴＲＵに示すことができる。ＭＡＣ制御ＰＤＵは
、アクティブ化時間を示すことができ、ＷＴＲＵは、新しいセルの監視を、パケットの受
信成功時に開始してもよいし、パケットの受信に成功した後にＸ　ＴＴＩに開始してもよ
い。
【００９４】
　あるいは、ＷＴＲＵは、両方のセルのＨＳ－ＳＣＣＨを同時に監視するように構成され
るが、一時に１つのセルを介するＨＳ－ＤＰＳＣＨデータだけを受信することができる。
具体的には、ＷＴＲＵ　ＩＤを指定する同一のＨ－ＲＮＴＩが、両方のセルからのＨＳ－
ＳＣＣＨメッセージに適用される。ＷＴＲＵが、セルのうちの１つからそれにアドレッシ
ングされたＨＳ－ＳＣＣＨを受信する場合に、ＷＴＲＵは、このセルからの対応するＨＳ
－ＰＤＳＣＨデータを復調し始める。
【００９５】
　単一周波数でのＨＳ－ＤＳＣＨ動作の代替モードでは、異なるトランスポートブロック
を、潜在的に両方のセルを介して同時に、２つのＨＳ－ＤＳＣＨセルを介して送信するこ
とができ、この両方のセルは、同一周波数で動作していてもよいし、動作していなくても
よい。図７では、主サービングセル７０２が、第１のＨＳ－ＰＤＳＣＨデータトランスポ
ートブロック７０４を受信する。主サービングセル７０２は、ブロックを処理して（７０
６）、ＷＴＲＵ　７１０への送信用の信号Ｓ１　７０８を生成する。副サービングセル７
２０は、第２のＨＳ－ＰＤＳＣＨデータトランスポートブロック７２２を受信する。副サ
ービングセル７２０は、ブロックを処理して（７２４）、ＷＴＲＵ　７１０への送信用の
信号Ｓ２　７２６を生成する。
【００９６】
　ＷＴＲＵを、２つのセルを介する２つの独立のＨＳ－ＳＣＣＨを使用することによって
アドレッシングすることができる。より具体的には、ＷＴＲＵを、アクティブ化されたセ
ルごとにＨＳ－ＳＣＣＨ符号セットを監視するように構成することができる。ＷＴＲＵが
、セルのいずれかを介してそのＨ－ＲＮＴＩを検出する場合に、ＷＴＲＵは、そのセル上
で対応するＨＳ－ＰＤＳＣＨを復号する。ＷＴＲＵをアドレッシングするこの形を用いる
と、上で説明した切替ベースの動作モードに対して動的に交替することを可能にすること
ができる。１つのＨＳ－ＳＣＣＨメッセージだけがセルのうちの１つから受信される場合
には、ＷＴＲＵは、そのセルからのＨＳ－ＰＤＳＣＨだけを復号する。他のセルは、送信
していないと考えることができる。
【００９７】
　代替方法では、ＷＴＲＵが両方のセルからのＨＳ－ＳＣＣＨ（１つまたは複数）を監視
することを避けるために、クロスセルスケジューリングを使用することができる。クロス
セルスケジューリングの一例では、１つのＨＳ－ＳＣＣＨが、両方のセルの情報を搬送す
ることができ、たとえば、両方のＨＳ－ＤＳＣＨセルに必要なすべての情報が、１つのＨ
Ｓ－ＳＣＣＨ上で送信され、このＨＳ－ＳＣＣＨを、主ＨＳ－ＤＳＣＨセル上でスケジュ
ーリングすることができる。これを、新しいＨＳ－ＳＣＣＨタイプ（たとえば、タイプ４
）によるものまたは既存のＨＳ－ＳＣＣＨタイプ３によるものとすることができる。
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【００９８】
　異なる送信モードの間の動的スケジューリングを、下で説明する。上で説明したように
、ＷＴＲＵは、マルチポイント動作でさまざまな送信モードを用いて動作することができ
る。実用的な展開では、動作モードの一部が、いくつかのチャネル条件で有利である場合
があり、一方、他の動作モードが、他のシナリオでよりよい場合がある。たとえば、低Ｓ
ＮＲ条件では、両方のセルからの同一情報の合同送信が、最良の利得を提供する可能性が
ある。一方、高ＳＮＲでは、同一のＷＴＲＵへの各セルでの異なる情報の同時送信が、よ
り有益である可能性がある。さまざまな動作モードの間での動的およびシームレスな切替
を可能にするＨＳ－ＳＣＣＨ設計は、複数セル送信によって提供される性能利得を最大に
することを可能にすることができる。
【００９９】
　支援送信が、特定のサブフレームで行われようとしているときに、最もありそうなこと
に、副サービングセルのすべてのデータリソースが、主セルと同一のスクランブリング符
号または異なるスクランブリング符号のいずれかを使用する支援送信に使用可能にされる
。そうでなければ、異なるチャネライゼーション符号を介して他のＷＴＲＵに同時にデー
タを送信することは、不必要な干渉を生成し、支援送信の利益を劣化させるはずである。
【０１００】
　この仮定の下で、主セルと副セルと両方でＨＳ－ＰＤＳＣＨに使用されるチャネル符号
を、事前に定義される形で同一または異なるものとすることができる。したがって、セル
のうちの１つから送信されるＨＳ－ＳＣＣＨでのデータ送信に使用されるチャネライゼー
ション符号を示すフィールドを、所望のシグナリング目的のために使用可能にすることが
できる。
【０１０１】
　異なる動作モードの間での動的な切替を可能にする１つの解決策では、２つのＨＳ－Ｓ
ＣＣＨが、元々はＲＲＣによって構成された各セルに関連する異なるスクランブリング符
号を用いて送信され、その結果、これらを、ＷＴＲＵで正しく復調できるようになる。両
方のセルのＨＳ－ＳＣＣＨについて同一のスクランブリング符号を使用するために、ＷＴ
ＲＵは、ＷＴＲＵで２つのＨＳ－ＳＣＣＨを区別するために十分な空間ダイバーシティに
頼るために少なくとも２つのアンテナを備えなければならない。両方のＨＳ－ＳＣＣＨを
、同一のまたは異なるＨ－ＲＮＴＩを適用することによって同一のＷＴＲＵにアドレッシ
ングすることができる。ＷＴＲＵが、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルからそのＷＴＲＵにアドレッ
シングされたＨＳ－ＳＣＣＨを検出する場合に、そのＷＴＲＵは、マルチポイント送信が
行われつつあると判定し、両方のＨＳ－ＤＳＣＨセル上で対応するＨＳ－ＰＤＳＣＨの受
信を開始する。
【０１０２】
　第１の方法では、ネットワークは、再構成なしに、データ送信に関する動作モードのう
ちの１つを動的に判定することができる。動作モードについてＷＴＲＵに知らせるために
、副サービングセルによって送信されたＨＳ－ＳＣＣＨ内のチャネライゼーション指示フ
ィールド全体を再利用して、動作モードを示すことができる。より具体的には、副ＨＳ－
ＳＣＣＨ内でｘｃｃｓ，１，ｘｃｃｓ，２，…，ｘｃｃｓ，７によって表されるチャネラ
イゼーション符号セット情報ビットを、異なる動作モードをシグナリングするために再定
義することができる。このフィールド内で２ビットを使用する一例を、表１に示す。
【０１０３】
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【表１】

【０１０４】
　副ＨＳ－ＳＣＣＨ内の他のフィールドを、同一の使用法を用いて維持することができる
。たとえば、トランスポートブロックサイズ情報を、それでも、副ＨＳ－ＰＤＳＣＨのト
ランスポートブロックサイズを示すというその元々の目的のために使用することができる
。
【０１０５】
　支援送信が、主データ送信とは異なるサブフレームで送信される場合には、フィールド
内の追加ビットを、たとえば表２に示されているように使用して、主サービングセルから
のデータが送信されるサブフレームへのオフセットを示すことができ、または、ＨＡＲＱ
プロセスＩＤを指定することができる。
【０１０６】

【表２】

【０１０７】
　動作モードの切替を、ＴＴＩごとに行うことができる。というのは、ＨＳ－ＳＣＣＨが
送信される限り、動作モードを、すべてのＴＴＩに更新することができるからである。
【０１０８】
　第２の方法では、チャネライゼーション符号セット情報ビットが、マルチポイント送信
をシグナリングするのに部分的に使用される。ネットワークは、それでも、支援送信につ
いて異なるチャネライゼーション符号を示すことができる。Ｏが、開始符号を表し、Ｐが
、データ送信に使用される符号の個数を表すものとすると、Ｏだけが、両方のセルについ
て同一であることを要求される場合がある。副サービングセルは、支援データ送信に使用
される異なる個数のチャネライゼーション符号を示すことができる。したがって、異なる
トランスポートブロックサイズを、副サービングセルを介してスケジューリングすること
ができる。具体的には、チャネライゼーション符号セット情報フィールドからのビットを
、次のように、副サービングセルのために使用することができる。
【０１０９】
　ｘｃｃｓ，１が最上位ビット（ＭＳＢ）である最初の３ビット（符号グループインジケ
ータ）について、
　　ｘｃｃｓ１，ｘｃｃｓ２，ｘｃｃｓ３＝ｍｉｎ（Ｐ－１，１５－Ｐ）
であり、第４のビットは、
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【０１１０】
【数１】

【０１１１】
によって定義される。
【０１１２】
　オプションで、ｘｃｃｓ，１がＭＳＢである最初の４ビット（符号グループインジケー
タ）について
　　ｘｃｃｓ，１，ｘｃｃｓ，２，ｘｃｃｓ，３，ｘｃｃｓ，４＝Ｐ－１
である。
【０１１３】
　チャネライゼーション符号セット情報フィールド内のビットの残りを使用して、動作モ
ードをシグナリングすることができ、または、オプションで、支援データが主セルとは異
なるサブフレーム内で送信される場合に、サブフレームオフセットをシグナリングするこ
とができる。そのような使用の一例を、表２に関連して表３に示し、この例では、１ビッ
トが、動作モードを示すのに使用され、２ビットが、サブフレームオフセットをシグナリ
ングするのに使用される。
【０１１４】
【表３】

【０１１５】
　ｘｃｃｓ，５＝０によって示される動作モードでは、異なるＲＶを、それでも、副サー
ビングセルの支援送信で使用することができ、これを、副サービングセルからのＨＳ－Ｓ
ＣＣＨ上で冗長性およびコンステレーションバージョンフィールドキャリア（ｃｏｎｓｔ
ｅｌｌａｔｉｏｎ　ｖｅｒｓｉｏｎ　ｆｉｅｌｄ　ｃａｒｒｉｅｒ）内でシグナリングす
ることができる。
【０１１６】
　支援送信のために特定のサブフレーム上で使用される動作モードの判断は、ネットワー
クに委ねることができる。切替をトリガする判断基準を、ＷＴＲＵによって報告されたＣ
ＱＩの範囲に基づいて、ＷＴＲＵによって報告された経路損（ｐａｔｈ　ｌｏｓｓ）に基
づいて、ＷＴＲＵによって報告されたハンドオーバ状況もしくは測定値に基づいて、もし
くは主サービングセルと副サービングセルとの両方のスケジューリング負荷に基づいて、
の単独でまたは任意の組合せで、適用することができる。
【０１１７】
　副送信の存在についてＷＴＲＵに知らせる方法を、下で説明する。ネットワークリソー
スの使用を最大にするために、ネットワークは、必要と判断される（たとえば、ＷＴＲＵ
からのＣＱＩフィードバックに基づいて）ときに限ってソフトコンバイニング動作を使用
することができる。次の方法を、個別にまたは任意の組合せで使用することができる。さ
らに、これらの方法を、ソフトコンバイニングを必要としない方式についてさえも、単一
周波数動作でデュアルセルをアクティブ化または非アクティブ化するのに使用することも
できる。
【０１１８】
　高速アクティブ化／非アクティブ化機構を使用することができ、この機構では、ＷＴＲ
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Ｕは、副送信の存在について半静的に知らされる。これを、たとえば、ＨＳ－ＳＣＣＨ命
令によって提供されるアクティブ化／非アクティブ化機構を介して達成することができる
。これらの送信は、同一のデータを搬送してもよいし、搬送しなくてもよい。
【０１１９】
　第１の方法では、ＷＴＲＵは、副送信を受信するように構成され、すなわち、副セルが
イネーブルされると言われる。この構成を、Ｌ３構成メッセージを使用して、たとえばＲ
ＲＣシグナリングを介して実行することができる。Ｎｏｄｅ　Ｂは、既存のまたは新しい
ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を使用して副セルを非アクティブ化および再アクティブ化することが
できる。
【０１２０】
　サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル以外の他のＮｏｄｅ　Ｂからの副サービングＨＳ－ＤＳ
ＣＨセルのアクティブ化および非アクティブ化をサポートするために、ＨＳ－ＳＣＣＨ命
令を介するアクティブ化／非アクティブ化の追加のルールが要求される場合がある。各Ｎ
ｏｄｅ　Ｂスケジューラでのより高い柔軟性を可能にするために、各Ｎｏｄｅ　Ｂは、そ
れが制御する副セルのアクティブ化／非アクティブ化状況を判断することができる。その
ような制御を可能にするために、ＷＴＲＵは、そのセルから非アクティブ化命令を受信す
るときに限って副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルを非アクティブ化することができ、また
は、ＷＴＲＵは、そのセルからアクティブ化命令を受信するときに限って副サービングＨ
Ｓ－ＤＳＣＨセルをアクティブ化することができる。
【０１２１】
　あるいは、集中制御が、ネットワーク実装形態について望まれる場合がある。その場合
に、ＷＴＲＵは、主セルからの非アクティブ化命令を受信するときに限って副サービング
ＨＳ－ＤＳＣＨセルを非アクティブ化することができ、または、ＷＴＲＵは、主セルから
アクティブ化命令を受信するときに限って副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルをアクティブ
化することができる。
【０１２２】
　あるいは、アクティブ化または非アクティブ化の命令を、ＷＴＲＵがＨＳ－ＳＣＣＨ符
号セットを継続的に監視するＨＳ－ＤＳＣＨセルのいずれかから受信することができる。
【０１２３】
　あるいは、同一周波数上の副ＨＳ－ＤＳＣＨセルのアクティブ化命令を、Ｎｏｄｅ　Ｂ
によってのみ送信することができ、または、その同一の周波数上のＨＳ－ＤＳＣＨセルか
らＷＴＲＵによって受信することができる。
【０１２４】
　複数周波数およびマルチポイントのダウンリンク動作のコンテキストでは、ＷＴＲＵを
、たとえば、隣接する周波数上のまたは異なる帯域上のもしくは周波数上の、２つのセル
を用いて構成することができる。これらのセルのそれぞれは、その周波数上で関連する副
（マルチポイント）セルを有することができる。主周波数および副周波数は、定義され、
周波数ごとに１つのサービングＨＳ－ＤＳＣＨセルがある。
【０１２５】
　「主周波数サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル」（「主セル」とも称する）は、主周波数上
の主セルである。「副周波数サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル」（「副周波数主セル」とも
称する）は、副周波数上の主セルであり、主周波数サービングＨＳーＤＳＣＨセルと同一
のＮｏｄｅ　Ｂまたはセクタに対応することができる。「主周波数副サービングＨＳ－Ｄ
ＳＣＨセル」（「主周波数副セル」とも称する）は、主周波数に関連する副セルである。
「副周波数副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル」（「副周波数副サービングセル」とも称す
る）は、副周波数に関連する副セルである。
【０１２６】
　マルチポイント送信が、異なる周波数を介して可能である場合に、副サービングセルが
、副周波数（たとえば、非主周波数）でのマルチポイントセルに対応することができるこ
とを理解されたい。そのような構成では、アクティブ化機構および非アクティブ化機構に
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対する追加の制限を実施することができる。たとえば、副周波数サービングＨＳ－ＤＳＣ
Ｈセルが非アクティブ化されるときに、副周波数副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルも非ア
クティブ化される。
【０１２７】
　デュアルセルデュアルキャリアおよびデュアルセル単一周波数構成がアクティブ化され
るときに、ＷＴＲＵおよびネットワークは、４Ｃ－ＨＳＤＰＡに使用された既存のＨＳ－
ＳＣＣＨ命令を使用して、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルのアクティブ化または非アクティブ化を
制御することができる。これを、セルをアクティブ化または非アクティブ化するマッピン
グまたは命令を提供することによって達成することができる。セルをアクティブ化または
非アクティブ化する命令は、事前定義のルールまたは構成命令に従うことができる。たと
えば、番号付けは、主周波数副ＨＳ－ＤＳＣＨセルから開始することができる。この例で
は、番号付けは、以下の通りである。第１の副ＨＳ－ＤＳＣＨセルは主周波数上の副セル
（またはマルチポイントセル）であり、第２の副ＨＳ－ＤＳＣＨセルは副周波数サービン
グＨＳ－ＤＳＣＨセル（構成される場合）であり、第３の副ＨＳ－ＤＳＣＨセルは副周波
数副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル（構成される場合）である。
【０１２８】
　別の例では、番号付けは、第１の副ＨＳ－ＤＳＣＨセルは副周波数サービングＨＳ－Ｄ
ＳＣＨセル（構成される場合）であり、第２の副ＨＳ－ＤＳＣＨセルは主周波数副サービ
ングＨＳ－ＤＳＣＨセル（構成される場合）であり、第３副ＨＳ－ＤＳＣＨセルは副周波
数副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル（構成される場合）であるように、副周波数サービン
グＨＳ－ＤＳＣＨセルから始まることができる。これらの例の両方で、セルの一方が構成
されない場合に、番号付けは、存在する構成の順序に従って変化する可能性があることを
理解されたい。
【０１２９】
　副セルが、主セルとは異なるＮｏｄｅ　Ｂ内に配置されるときに、Ｉｕｂ／Ｉｕｒイン
ターフェースオーバヘッドに起因する追加の遅延が、アクティブ化および非アクティブ化
について必要になる場合がある。その場合に、異なるアクティブ化／非アクティブ化遅延
を規定することができる。オプションで、ＷＴＲＵは、上位層（たとえば、ＲＲＣシグナ
リング）を介してネットワークからアクティブ化／非アクティブ化遅延を受信することが
でき、アクティブ化および非アクティブ化に関する遅延が、異なる場合がある。セルが、
同一のＮｏｄｅ　Ｂ内に配置されない構成で、またはＮｏｄｅ　Ｂのセクタの間の通信が
ない構成で、セルをアクティブ化または非アクティブ化すべきであるとの判断が行われる
ときに、その判断を行うセルは、他のＮｏｄｅ　Ｂ、他のセル、またはＲＮＣに通知する
ことができる。
【０１３０】
　副ＨＳ－ＤＳＣＨセルをアクティブ化または非アクティブ化する判断を、主ＨＳ－ＤＳ
ＣＨサービングセルまたは副ＨＳ－ＤＳＣＨサービングセルによって行うことができる。
判断を１つのＮｏｄｅ　Ｂによって行うことができるが、アクティブ化または非アクティ
ブ化する命令を、他のＮｏｄｅ　Ｂによって与えることができる。さらに、アクティブ化
または非アクティブ化する判断が行われた後に、ＲＮＣに、データをＮｏｄｅ　Ｂに正し
く向けるように知らせることもできる。
【０１３１】
　主Ｎｏｄｅ　Ｂが、副Ｎｏｄｅ　Ｂ内のセルをアクティブ化または非アクティブ化する
判断を行う場合に、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルは、アクティブ化／非アクティブ化命令をＷＴ
ＲＵに送信して、対応する副ＨＳ－ＤＳＣＨサービングセルをアクティブ化または非アク
ティブ化する。次に、Ｎｏｄｅ　Ｂは、他のＮｏｄｅ　Ｂおよび／またはＲＮＣに、アク
ティブ化または非アクティブ化されたＨＳ－ＤＳＣＨサービングセルのＩｕｂ／Ｉｕｒシ
グナリングを介して知らせる（サービングおよび／または制御する）。あるいは、Ｎｏｄ
ｅ　Ｂは、命令に対する肯定応答（ＡＣＫ）が受信されるときに、アクティブ化／非アク
ティブ化について副ＨＳ－ＤＳＣＨサービングセルおよび／またはＲＮＣに知らせるのみ
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である。
【０１３２】
　あるいは、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルは、まず、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルをアクティブ化また
は非アクティブ化する判断についてＩｕｂ／Ｉｕｒシグナリングを使用して他のＮｏｄｅ
　Ｂおよび／またはＲＮＣに通知する。Ｎｏｄｅ　ＢとＷＴＲＵとの間の正しい同期化を
保証するために、サービングＮｏｄｅ　Ｂは、オプションで、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルがア
クティブ化または非アクティブ化されることをサービング主セルが期待しまたは求める時
刻のタイムスタンプまたはアクティブ化時刻を示すことができる。アクティブ化時刻に、
主ＨＳ－ＤＳＣＨセルまたは副ＨＳ－ＤＳＣＨセル（どちらのセルが命令を送信できるの
かに依存する）は、アクティブ化／非アクティブ化命令をＷＴＲＵに送信する。
【０１３３】
　あるいは、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルは、他のＮｏｄｅ　Ｂおよび／またはＲＮＣに判断に
ついて通知する。対応するＨＳ－ＤＳＣＨセルをアクティブ化または非アクティブ化する
実際の命令またはシグナリングは、他のＮｏｄｅ　Ｂがその判断を承認する場合に限って
送信される。承認を、Ｉｕｂ／Ｉｕｒシグナリングを介して主セルおよび／またはＲＮＣ
に送信することができる。承認は、はいまたはいいえを示す単一ビットの形とすることが
でき、あるいは、承認は、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルのアクティブ化（または非アクティブ化
）を可能にする時刻を示すアクティブ化時刻を主セルおよび／またはＲＮＣに提供するこ
とができる。承認される場合に、所与のアクティブ化時刻に、主搬送波および／または副
搬送波は、セルをアクティブ化または非アクティブ化するようにＷＴＲＵにシグナリング
することができる。アクティブ化時刻は、これらのメッセージの送信後の事前定義の時刻
、主搬送波によって当初にシグナリングされたアクティブ化時刻、または副搬送波によっ
て主搬送波にシグナリングされたアクティブ化時刻に対応することができる。
【０１３４】
　同様に、副セルが、それ自体をアクティブ化または非アクティブ化する判断を行う場合
には、副セルは、ＷＴＲＵに命令を送信し、その後、主Ｎｏｄｅ　Ｂおよび／またはＲＮ
Ｃに通知するか、ＡＣＫが受信されるときに主Ｎｏｄｅ　Ｂおよび／またはＲＮＣに通知
することだけができる。あるいは、副セルは、主セルならびに適用可能な場合に他の副セ
ル（１つまたは複数）および／またはＲＮＣに通知し、判断を行う主ＨＳ－ＤＳＣＨセル
に関して説明したアクションに類似するアクションを使用して進むことができる。
【０１３５】
　判断が、副ＨＳ－ＤＳＣＨをアクティブ化することであり、ＷＴＲＵが、副セルからＨ
Ｓ－ＤＳＣＨデータを受信しつつあるのではない場合には、副Ｎｏｄｅ　Ｂは、主Ｎｏｄ
ｅ　Ｂに、アクティブ化命令を送信するように通知しなければならない。副セルは、ＲＮ
Ｃに通知することもでき、ＲＮＣは、オプションで、主Ｎｏｄｅ　Ｂに通知することがで
きる。同様に、副セルは、アクティブ化時刻を主Ｎｏｄｅ　Ｂおよび／またはＲＮＣに送
信することができる。所与のアクティブ化時刻に、副セルは、セルが主セルによってアク
ティブ化されたと仮定し、アクティブ化時刻にダウンリンク（ＤＬ）で送信を開始するか
、ある遅延を許容して、セルが正しくアクティブ化されたことを保証することができる。
さらに、ＲＮＣは、主Ｎｏｄｅ　Ｂが、所与のアクティブ化時刻または指示の時刻に副セ
ルを正常にアクティブ化したと仮定し、副Ｎｏｄｅ　Ｂにデータを送信し始めることもで
きる。あるいは、ＲＮＣは、副セルへのデータの送信を遅延させて、正しいアクティブ化
時刻を可能にすることができる。
【０１３６】
　あるいは、副セルは、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルに対応するＣＱＩ報告がＷＴＲＵによって
送信されたことを検出するときに、ＤＬでの送信を開始することだけができる。あるいは
、副セルは、アクティブ化が正常に行われたことの主Ｎｏｄｅ　Ｂによる肯定応答を待つ
ことができる。これは、命令が判断を行ったＮｏｄｅ　Ｂから送信されない場合にも適用
可能である。あるいは、副セルは、副セルが正常にアクティブ化されたと判定する時に、
ＲＮＣに通知する。この通知を、データ要求または明示的指示の形とすることができる。
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副セルの非アクティブ化について、類似する手順に従うことができる。
【０１３７】
　副セルの高速非アクティブ化の通知時に、ＲＮＣは、ＷＴＲＵへのデータの送信を停止
することができる。オプションで、上で説明した方法について、副Ｎｏｄｅ　Ｂは、副セ
ルの非アクティブ化の前に、そのバッファを空にすることを試みることができる。ＲＮＣ
は、この間にこの副セルへの新しいデータの送信を停止することができる。
【０１３８】
　あるいは、ＲＮＣは、判断を行い、その判断について対応するＮｏｄｅ　Ｂに通知し、
および／またはアクティブ化もしくは非アクティブ化を実行しなければならないことをＮ
ｏｄｅ　Ｂに示す。
【０１３９】
　Ｎｏｄｅ　ＢからＮｏｄｅ　Ｂへの通知を、直接にまたはＲＮＣを介して行うことがで
き、ＲＮＣが、まず通知を受信し、次いでこれを他のＮｏｄｅ　Ｂに中継することを理解
されたい。
【０１４０】
　他のＮｏｄｅ　Ｂへの通知は、制御するＮｏｄｅ　Ｂが命令を送信できない場合がある
ので、またはＮｏｄｅ　Ｂがスケジューリングについて知ることとＨＳ－ＤＰＣＣＨの正
しい検出を保証することとを必要とするので、必要になる可能性がある。同一周波数内の
副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルがアクティブ化または非アクティブ化されるときに、Ｈ
Ｓ－ＤＰＣＣＨフォーマットまたは符号化が、変化する場合がある。これが発生する場合
には、ＨＳ－ＤＰＣＣＨを正しく復号できるように、サービングＮｏｄｅ　Ｂおよび／ま
たは他のＮｏｄｅ　Ｂは、変化について通知を受ける必要があり得る。
【０１４１】
　あるいは、非アクティブ化に関する事前定義のルールが、Ｎｏｄｅ　Ｂの間に存在する
。一実装形態では、ルールは、報告されたＣＱＩ値に依存することができる。ＣＱＩ値を
、両方のＮｏｄｅ　Ｂによって受信および復号することができる。副Ｎｏｄｅ　ＢのＣＱ
Ｉ値または平均ＣＱＩが、事前定義の時間の期間にわたってしきい値より小さいときには
、副Ｎｏｄｅ　Ｂは、非アクティブ化される。やはり報告されたＣＱＩ値を知っている主
Ｎｏｄｅ　Ｂは、判断基準が満たされたと判定し、副Ｎｏｄｅ　Ｂが非アクティブ化され
たと推定する。ＨＳ－ＳＣＣＨ命令が、主ＨＳ－ＳＣＣＨを介してのみ送信される場合に
は、主Ｎｏｄｅ　Ｂは、非アクティブ化命令をＷＴＲＵに送信する。
【０１４２】
　さらに、アクティブ化が行われるときに、Ｎｏｄｅ　Ｂは、アクティブ化についてＩｕ
ｒシグナリングを介してＲＮＣに通知することもでき、したがって、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ
　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）パケットの正しい送信を、両方のＨＳ－ＤＳＣＨセルを介
して行うことができる。同様に、非アクティブ化が行われるときに、Ｎｏｄｅ　Ｂは、非
アクティブ化についてＩｕｒシグナリングを介してＲＮＣに通知し、その結果、ＲＬＣパ
ケットの送信に、非アクティブ化されたＨＳ－ＤＳＣＨセルを介して割り込めるようにな
る。
【０１４３】
　ＷＴＲＵに、ＴＴＩごとに（動的に）、副サービングセルからのデータ（支援送信とも
称する）を受信しなければならないのか否かを知らせることができる。第１の方法では、
ＷＴＲＵは、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルからのＨＳ－ＳＣＣＨ（潜在的に、１つより
多いチャネライゼーション符号）を監視する。ＨＳ－ＳＣＣＨは、ＷＴＲＵが異なるセル
からのＨＳ－ＰＤＳＣＨを組み合わせるかまたは復号するための特殊な指示を搬送する。
この手法は、ソフトコンバイニング動作とソースマルチプレクシング（マルチフロー）動
作との両方に適用することができる。関連付けられたＨＳ－ＰＤＳＣＨが受信される前に
この指示が復号されるように、この指示を、ＨＳ－ＳＣＣＨの第１の部分で搬送すること
ができる。
【０１４４】
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　この方法の第１の実装形態では、専用の情報ビットが、ＨＳ－ＳＣＣＨに追加される。
この概念を図８に示し、図８では、追加ビット（Ｘｓｃｉ）が、チャネルの第１の部分内
で搬送される。この追加されたビットは、レートマッチングブロックでの変更を必要とし
、この変更は、従来のＨＳ－ＳＣＣＨタイプ１のレートマッチングブロックより３つ多い
ビットのパンクチャリング（ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）を必要とする可能性がある。
【０１４５】
　既存のＨＳ－ＳＣＣＨ符号化方式に情報ビットを追加する代替の手法では、既存のフィ
ールドのうちの１つを再解釈して、支援送信情報を搬送することができる。一例として、
Ｘｃｃｓフィールドを制限して、Ｘｓｃｉを搬送するために１つの情報ビットを解放する
ことができる。
【０１４６】
　この方法の第２の実装形態では、支援送信または副セル上の送信の存在が、構成された
ＨＳ－ＳＣＣＨチャネライゼーション符号のセットからのチャネライゼーション符号の特
定の選択を介してＮｏｄｅ　ＢによってＷＴＲＵに示される。この手法を実施する１つの
形は、ＨＳ－ＳＣＣＨ番号すなわち、ＲＲＣ構成メッセージ内のＨＳ－ＳＣＣＨの構成番
号（ＲＲＣ構成メッセージ内のＨＳ－ＳＣＣＨの順序）を使用することである。
【０１４７】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ番号情報は、６４ＱＡＭが構成されるときに既に使用されている。より
具体的には、情報が、ＨＳ－ＳＣＣＨ　ｍｏｄ　２（偶数／奇数特性）上で搬送される。
このＨＳ－ＳＣＣＨ番号は、ＷＴＲＵが６４ＱＡＭ動作のために構成されるときに、この
２つの特徴が同時に働けることを保証するのにも使用され得るので、Ｘｓｃｉと偶数／奇
数ＨＳ－ＳＣＣＨ番号とのすべての組合せが可能である。この概念を、表４に示されてい
るように達成することができる。
【０１４８】
【表４】

【０１４９】
　表４に示されているように、ＨＳ－ＳＣＣＨ番号に関するＸｓｃｉのこの特定のマッピ
ングは、ＨＳ－ＳＣＣＨ番号　ｍｏｄ　２を用いる任意の組合せが可能であることを保証
する。この特定の実装形態を、より多数のＨＳ－ＳＣＣＨ構成された符号に拡張すること
もできる。
【０１５０】
　第２の方法では、ＷＴＲＵは、アクティブ化されたセルあたり１セットのＨＳ－ＳＣＣ
Ｈを監視するように構成される。ＷＴＲＵが、副セルからのＨＳ－ＳＣＣＨを検出すると
きに、ＷＴＲＵは、関連するＨＳ－ＰＤＳＣＨを復号する。ソフトコンバイニングが構成
されるときには、ＷＴＲＵを、同一のＴＴＩに関する異なるセルからのＨＳ－ＳＣＣＨが
異なるトランスポートブロックサイズまたは相反する情報を示すときに、ソフトコンバイ
ニングを適用しないように構成することができる。
【０１５１】
　この方法のもう１つの実装形態では、ネットワークは、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルを介して
ＨＳ－ＳＣＣＨを送信することによって支援送信の存在を示し、そうでない場合には、主
セル上のＨＳ－ＳＣＣＨが使用される。より具体的には、ＷＴＲＵは、アクティブ化され
たＨＳ－ＤＳＣＨセルごとに構成されたＨＳ－ＳＣＣＨセットを監視する。ＷＴＲＵが、
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副ＨＳ－ＤＳＣＨセルからＷＴＲＵにアドレッシングされたＨＳ－ＳＣＣＨを検出する場
合に、ＷＴＲＵは、支援送信が行われつつあると判定し、両方のＨＳ－ＤＳＣＨセル上で
対応するＨＳ－ＰＤＳＣＨを受信し始める。ＷＴＲＵが、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルからＷＴ
ＲＵにアドレッシングされたＨＳ－ＳＣＣＨを検出する場合に、ＷＴＲＵは、データ送信
が主ＨＳ－ＤＳＣＨ上でのみ行われつつあると判定する。
【０１５２】
　この方法の第３の実装形態では、ネットワークは、副サービングセルからの支援送信が
行われる場合に、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルと副ＨＳ－ＤＳＣＨセルとの両方を介して同時に
ＨＳ－ＳＣＣＨを送信することによって、支援送信の存在を示す。ＨＳ－ＰＤＳＣＨデー
タは、同一のスクランブリング符号（主として主サービングセルによって使用されるスク
ランブリング符号）を使用して送信されるが、ＨＳ－ＳＣＣＨは、元々はＲＲＣによって
構成された各セルに関連する異なるスクランブリング符号を用いて送信され、その結果、
これらを、ＷＴＲＵで正しく復調できるようになる。両方のＨＳ－ＳＣＣＨが、同一のＨ
－ＲＮＴＩを適用することによって同一のＷＴＲＵにアドレッシングされる。ＷＴＲＵが
、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルからＷＴＲＵにアドレッシングされたＨＳ－ＳＣＣＨを検出する
場合に、ＷＴＲＵは、支援送信が行われつつあると判定し、したがって、両方のＨＳ－Ｄ
ＳＣＨセル上で対応するＨＳ－ＰＤＳＣＨを受信し始める。副サービングセルからのＨＳ
－ＳＣＣＨ内の他の情報フィールドは、主サービングセルとは異なるものとすることがで
き、これを使用して、上で説明したように送信モードを示すことができる。
【０１５３】
　第３の方法では、ＷＴＲＵは、支援情報（Ｘｓｃｉ）を搬送する新しい制御チャネルを
監視する。この新しい制御チャネル（副セル指示チャネル、ＳＣＩＣＨ）を、既存のＦ－
ＤＰＣＨ（Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）に類似する構造を使用して構築して、符号空間使用量を最小にすると同時に、既存
の機能性を再利用することができる。適当なタイミングを保証するために、このＳＣＩＣ
Ｈを、たとえば図９に示されているようにＨＳ－ＳＣＣＨの関連する第１の部分と同一の
スロット内で送信することができる。
【０１５４】
　別の代替案では、ＳＣＩＣＨは、３つの連続するスロットを介して情報を搬送し、３つ
のスロットのうちの最後のスロットが関連するＨＳ－ＳＣＣＨの第１の部分中に送信され
るように、情報を送信する。この概念は、図１０に示されており、ＷＴＲＵが適当な判断
を行う前に３つのスロットから受信されたエネルギーを組み合わせることができるので、
送信電力節約を可能にする。遅延は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの適当な復号をも可能にする。あ
るいは、この場合、ＳＣＩＣＨを、Ｅ－ＨＩＣＨ（Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱ　ａｃｋｎｏｗ
ｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）およびＥ－ＲＧＣＨ（Ｅ－
ＤＣＨ　Ｒｅｌａｔｉｖｅ　Ｇｒａｎｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に類似する符号化を使用して
搬送することもできる。
【０１５５】
　代替の解決策では、支援送信または副セル上の送信の存在が、特定のＨ－ＲＮＴＩを介
してＮｏｄｅ　ＢによってＷＴＲＵに示される。より具体的には、ＷＴＲＵを、２つのＨ
－ＲＮＴＩすなわち主Ｈ－ＲＮＴＩおよび副Ｈ－ＲＮＴＩを用いて構成することができる
。ＷＴＲＵは、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルを介して２つのＨ－ＲＮＴＩのうちの１つについて
、構成されたＨＳ－ＳＣＣＨセットを監視することができる。ＷＴＲＵは、主セルのみを
介する送信がスケジューリングされるときに主Ｈ－ＲＮＴＩを用いてアドレッシングされ
、副Ｈ－ＲＮＴＩは、主セルおよび副セルを介する送信をスケジューリングするのに使用
される。ＷＴＲＵが、副Ｈ－ＲＮＴＩを有するＨＳ－ＳＣＣＨを検出するときに、ＷＴＲ
Ｕは、支援送信または副セル上の送信が行われつつあると判定する。
【０１５６】
　別の解決策では、ネットワークは、第１の送信または第２の送信がＷＴＲＵによって正
常に受信されなかったと判定するとき、またはたとえば主セルについてＷＴＲＵによって
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認識されるチャネル条件が満たされていないとき、支援送信を使用するだけである。
【０１５７】
　Ｎｏｄｅ　Ｂは、複数の判断基準を使用して、支援送信を送信すべきかどうかを判定す
ることができる。ＷＴＲＵは、新規データインジケータ、送信のＲＶ、変調フォーマット
およびＴＢサイズ、またはＨＡＲＱプロセス番号という判断基準のうちの１つまたは組合
せに従って、スケジューリングされた送信が１つまたは複数のセルを介して実行されつつ
あるかどうかを判定することができる。
【０１５８】
　新規データインジケータに従って、現在の送信が再送信に対応する場合には、ＷＴＲＵ
は、両方のセルを介する受信を開始する。
【０１５９】
　送信のＲＶを使用するときに、ＷＴＲＵが、送信がｓ、ｒ、ｂビットの特殊な組合せを
使用して実行され、たとえばＸｒｖ値が所定の値に対応することを検出する場合に、ＷＴ
ＲＵは、送信が支援送信であることを知る。あるいは、この判断基準が、特定の「ｓ」値
に依存することもできる。たとえば、ｓ＝１である場合に、Ｎｏｄｅ　Ｂは、支援送信を
実行し、そうではない場合に、Ｎｏｄｅ　Ｂは、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルを介してのみ送信
する。あるいは、この判断基準が、ｒビットの値またはｓビットとｒビットとの組合せに
依存することができる。
【０１６０】
　変調およびＴＢサイズを使用するときに、Ｎｏｄｅ　Ｂは、ＴＢサイズおよび変調フォ
ーマットのサブセットに関して支援送信を実行するのみである。ＷＴＲＵが、ＴＢサイズ
および／または変調フォーマットがこれらの事前に構成されたサブセットのうちの１つに
対応すると判定する場合に、ＷＴＲＵは、データの支援受信を実行する。
【０１６１】
　ＨＡＲＱプロセス番号を使用するときに、ＷＴＲＵおよびＮｏｄｅ　Ｂは、あるＨＡＲ
Ｑプロセスが使用されるときに限って支援送信を使用するように事前に構成される。たと
えば、ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＳＣＣＨ内で示されるＨＡＲＱプロセスＩＤが１つのそのよう
な事前に構成されたＨＡＲＱプロセスに対応すると判定する場合に、ＷＴＲＵは、両方の
ＨＳ－ＤＳＣＨセルを介する支援受信を実行する。
【０１６２】
　支援送信を実行する判断を、両方のセル上でＷＴＲＵによって報告されるＣＱＩに依存
するものとすることができる。たとえば、サービングセル上のＣＱＩ値が、構成された期
間のしきい値より小さく、副サービングセル上のＣＱＩ値が、しきい値より大きい場合に
は、Ｎｏｄｅ　Ｂは、支援送信を実行することができる。この判断基準が満たされるとき
に、Ｎｏｄｅ　Ｂは、支援送信を開始し、この判断基準が満たされるとＮｏｄｅ　Ｂが判
定するときに、支援送信が進行中であるかのように自律的に受信を開始する。
【０１６３】
　ＷＴＲＵでのソフトコンバイニングを改善する方法を、下で説明する。ソフトコンバイ
ニング動作では、複数のＮｏｄｅ　Ｂが、同一のデータをＷＴＲＵに同時に送信する（あ
る合理的な遅延要件を伴って）。１つのオプションでは、データは、同一の物理フォーマ
ットを使用して、たとえば、同一の拡散、スクランブリング、物理マッピング、および符
号化を使用して、Ｎｏｄｅ　Ｂによって送信され、ＷＴＲＵが、チップレベルまたは記号
レベルで信号を組み合わせられるようになっている。別のオプションでは、データは、異
なる物理フォーマット（異なる拡散符号、スクランブリング、および物理チャネルマッピ
ング）を使用してＮｏｄｅ　Ｂによって送信されるが、同一の符号化されたビットが送信
され、ＷＴＲＵが、符号化されたビットのレベル（記号レベル）でデータを組み合わせら
れるようになっている。両方のＮｏｄｅ　Ｂからのデータを正しく復調するために、ＷＴ
ＲＵは、チャネル推定を実行するために各Ｎｏｄｅ　Ｂからの別個のパイロット信号を必
要とし、この概念を、図１１に示す。
【０１６４】
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　ＷＴＲＵが最適な組合せを実行するために、チップレベルまたは記号レベルで、データ
がそれを介して各Ｎｏｄｅ　Ｂから送信されるチャネルの知識を有することが要求される
。より具体的には、ＷＴＲＵは、それが両方のＮｏｄｅ　Ｂから見る有効なチャネルの知
識を必要とする。有効チャネルは、ＷＴＲＵによって認識される２つのデータチャネルの
組合せと解釈することができる。データチャネルを、各Ｎｏｄｅ　Ｂからパイロットチャ
ネルに関して異なる相対電力を用いて送信することができるので、データ信号の有効チャ
ネルは、パイロット信号について認識される有効チャネルとは異なる。既存の機構を用い
て、ＷＴＲＵは、パイロット信号から有効チャネルを測定することだけができる。
【０１６５】
　ＷＴＲＵでのソフトコンバイニングの性能を、電力オフセット情報をシグナリングする
ことによって改善することができる。この手法では、ＷＴＲＵは、そのＷＴＲＵのサービ
ングＨＳ－ＤＳＣＨセルセット内のＨＳ－ＤＳＣＨセルのうちの１つまたは複数からのデ
ータ信号とパイロット信号との間の相対電力について知らされる。ＷＴＲＵは、その受信
機内で電力オフセット情報を使用して、よりよいチャネル推定および改善された組合せ（
たとえば、最大比合成）を介して性能を改善することができる。
【０１６６】
　ネットワークは、動的な基礎、半静的な基礎、または静的な基礎で、副サービングＨＳ
－ＤＳＣＨセル（１つまたは複数）のデータ対パイロット電力オフセット（または同等に
、パイロット対データ電力オフセット）についてＷＴＲＵに知らせることができる。１つ
のオプションで、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルセット内の各セルは、使用されるデータ
対パイロット電力オフセットでＷＴＲＵにシグナリングする。
【０１６７】
　動的なデータ対パイロット電力オフセットシグナリングでは、ネットワークは、ＴＴＩ
ごとにデータ復調での使用のためにデータ対パイロット電力オフセットをシグナリングす
る。データ対パイロット電力オフセットを、データ復調のためにＨＳ－ＳＣＣＨ上で搬送
される従来の情報と一緒に、ＨＳ－ＳＣＣＨ上で搬送することができる。
【０１６８】
　ＨＳ－ＳＣＣＨを使用する動的なデータ対パイロット電力オフセットシグナリングに対
する第１の手法では、データ対パイロット電力オフセット情報は、ＨＳ－ＳＣＣＨの第１
の部分内で搬送され、その結果、この情報を、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ復調に使用できるように
なる。１つのオプションで、ＨＳ－ＳＣＣＨの新しい符号化方式が、新しい情報を搬送す
るために設計される。この符号化方式は、チャネライゼーション符号セットビット（Ｘｃ

ｃｓ）および変調方式ビット（Ｘｍｓ）に加えて、データ対パイロット情報を搬送するビ
ットの新しいセット（Ｘｄ２ｐ）を組み込み、これは、図１２に示された概念である。
【０１６９】
　一実装形態では、同一の個数のビットが、Ｘ１内で搬送され、その結果、従来の符号化
方式に対する変更は、不要になる。これは、マルチポイントＨＳＤＰＡ内で構成されるＷ
ＴＲＵの許容可能なチャネライゼーション符号セットおよび変調方式セットを減らすこと
によって達成することができる。その削減から解放されるビットを、ｄ２ｐフィールドに
使用することができ、従来のチャネル符号化１およびレートマッチング１を再利用するこ
とができる。
【０１７０】
　別の実装形態では、同一の個数のチャネライゼーション符号セットおよび変調方式ビッ
トが使用され、Ｘ１は、追加のＸｄ２ｐビットをも搬送する。これを達成するために、レ
ートマッチングを、より少ないビットをパンクチャリングするように変更することができ
、これは、より高い符号レートにつながり、潜在的に同一の信頼性のためにより多くの電
力を要求する。たとえば、Ｘｄ２ｐが、３ビットの情報を搬送する場合に、新しいＺ１は
５７ビットを有し、新しいＲ１は４０ビットを有する可能性があるので、従来のＨＳ－Ｓ
ＣＣＨタイプ１の８ビットとは異なって、合計１７ビットをパンクチャリングすることが
できる。パンクチャリングすべき追加の９ビットの選択は、たとえばオフラインシミュレ
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【０１７１】
　動的な手法は、潜在的に、追加のダウンリンクオーバーヘッドを犠牲にして最良の性能
につながる。Ｎｏｄｅ　Ｂ間動作について、この手法は、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル
セット内のＮｏｄｅ　Ｂの間の高速バックホールリンクをも必要とし、サービングＮｏｄ
ｅ　Ｂセルによって送信されるときに、電力オフセットが関連するようになっている。
【０１７２】
　あるいは、ＨＳ－ＳＣＣＨは、副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルからも送信される。Ｎ
ｏｄｅ　Ｂ内動作について、バックホールリンク要件はなく、情報を、サービングＨＳ－
ＤＳＣＨセルのみに関連付けられたＨＳ－ＳＣＣＨ内で搬送することができる。副サービ
ングＨＳ－ＤＳＣＨセルを介して送信されるＨＳ－ＳＣＣＨを、上で説明した解決策に従
って符号化することができる。
【０１７３】
　代替の解決策では、副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルを介して送信されるＨＳ－ＳＣＣ
Ｈは、情報の減らされたセットを含むことができる。セルを介して送信されるＨＳ－ＤＰ
ＳＣＨ情報が同一であると仮定して、ＷＴＲＵ識別情報などであるがこれに限定されない
他の情報に加えてチャネライゼーション符号セット、変調方式、ＴＢサイズ、ＨＡＲＱ、
ＲＶ、および新規データ指示などのＨＳ－ＳＣＣＨ情報は、主ＨＳ－ＤＳＣＨセルなどの
セルのうちの１つを介して送信される。他のＨＳ－ＤＳＣＨセルは、データ対パイロット
電力比と、オプションで、２つの送信を区別する任意の他の潜在的情報とを送信する。た
とえば、次の情報を、副ＨＳ－ＤＳＣＨセルを介して新しいＨＳーＳＣＣＨによって送信
することができる。
　データ対パイロット電力オフセット（ｙビット）　ｘｄ２ｐ，１、ｘｄ２ｐ，２、…ｘ

ｄ２ｐ，ｙ

　ＷＴＲＵ識別情報（１６ビット）　ｘｕｅ，１、ｘｕｅ，２、…、ｘｕｅ，１６

　ただし、ｙは、要求される電力オフセットの範囲および粒度に依存することができる。
【０１７４】
　半静的シグナリング手法では、ネットワークは、多くとも各ＨＳ－ＤＳＣＨ送信の瞬間
（それに関して副サービングＨＳ－ＤＳＣＨセル上で送信されるデータがある）にデータ
対パイロット電力オフセットをシグナリングする。これを、新しいＬ１シグナリング機構
を使用して達成することができる。Ｌ１シグナリング機構の一例では、新しいＨＳ－ＳＣ
ＣＨ命令が使用される。ネットワークは、データ対パイロット電力オフセット値の事前定
義のテーブルへのインデックスの形でデータ対パイロット電力オフセット情報をシグナリ
ングする。
【０１７５】
　次の情報を、従来のＨＳ－ＳＣＣＨ命令物理チャネルによって送信することができる。
　命令タイプ（３ビット）　ｘｏｄｔ，１、ｘｏｄｔ，２、ｘｏｄｔ，３

　命令（３ビット）　ｘｏｒｄ，１、ｘｏｒｄ，２、ｘｏｒｄ，３

　ＷＴＲＵ識別情報（１６ビット）　ｘｕｅ，１、ｘｕｅ，２、…、ｘｕｅ，１６

【０１７６】
　一例では、新しい命令タイプは、電力オフセットＨＳ－ＳＣＣＨ命令について定義され
、電力オフセットインデックスは、ＨＳ－ＳＣＣＨ命令ビットの３ビット内で搬送される
。たとえば、命令タイプｘｏｄｔ，１、ｘｏｄｔ，２、ｘｏｄｔ，３＝“１０１”のとき
に、ｘｏｒｄ，１、ｘｏｒｄ，２、ｘｏｒｄ，３のマッピングは、表５に示されたものと
することができ、データ対パイロット電力オフセットを示す。
【０１７７】
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【表５】

【０１７８】
　パイロット対データ電力オフセットを示すＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信した時に、ＷＴＲ
Ｕは、シグナリングされたデータ対パイロットオフセットインデックス（Ｄ２ＰＩ）に対
応する事前に構成されたパイロット対データ電力オフセット参照テーブル（たとえば、表
６に示される）内でデータ対パイロット電力オフセットエントリを見つけることによって
、パイロット対データ電力オフセットの実際の値を計算する。オプションで、ネットワー
クは、ＷＴＲＵが実際のパイロット対データ電力オフセットを入手するためにＤ２ＰＩに
適用する追加オフセットインデックス（ＡＯＩ）をも構成する。その場合に、参照テーブ
ルへの実際のインデックスは、Ｄ２ＰＩ＋ＡＯＩになる。
【０１７９】
【表６】

【０１８０】
　半静的なデータ対パイロット電力オフセットのシグナリングに対する別の代替案では、
ネットワークは、Ｌ２メッセージを介してデータ対パイロット電力オフセット（すなわち
、上で説明したオプションの追加オフセットインデックスを伴うテーブルへのインデック
ス）をシグナリングする。たとえば、データ対パイロット電力オフセットを、ＭＡＣ－ｅ
ｈｓ（またはマルチポイントＨＳＤＰＡ機能性をサポートする新しいＭＡＣ層）のヘッダ
内で搬送することができる。この新しいヘッダフィールドは、量子化されたパイロット対
データ電力オフセットテーブルへのインデックスを搬送することができる。新しいＭＡＣ
制御ＰＤＵを作成して、ＷＴＲＵに電力オフセットをシグナリングすることができる。Ｍ
ＡＣ　ＰＤＵが制御ＰＤＵに対応することをＷＴＲＵに示すために、論理チャネル識別子
（ＬＣＨ－ＩＤ）の特殊な値を予約して、ペイロードが制御ＰＤＵに対応し、この場合に
ついてマルチポイントＨＳＤＰＡ制御情報に対応することを示すことができる。オプショ
ンで、新しいフィールドが、ＬＣＨ－ＩＤに続き、ペイロードがどのタイプの制御ＰＤＵ
に対応するのかを示すことができる。これは、他の制御ＰＤＵを導入するのに有益である
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【０１８１】
　ＷＴＲＵは、次のＨＳ－ＰＤＳＣＨを受信するため（たとえば、Ｌ１シグナリングが使
用されるとき）あるいは、データ対パイロット電力オフセット値の受信の後の事前に構成
された時間遅延の後に、シグナリングされたパイロット対データ電力オフセットを適用す
る。ＷＴＲＵは、新しい値を受信するまで、物理チャネル再構成が受信されるまで、また
は副ＨＳ－ＤＳＣＨサービングセルが非アクティブ化されるまで、同一のパイロット対デ
ータ電力オフセット値を維持する。
【０１８２】
　静的なデータ対パイロット電力オフセットのシグナリングの例では、ＷＴＲＵは、ネッ
トワークによって、ＲＲＣシグナリングを介するデータ対パイロット電力オフセット値を
用いて構成される。ネットワークは、量子化された値のテーブルへのインデックスをシグ
ナリングすることができる。ＷＴＲＵは、適当な時に（すなわち、ソフトコンバイニング
される予定であることをＷＴＲＵが知っている副ＨＳ－ＤＳＣＨセルからデータを受信す
るときに必ず）ＨＳ－ＤＳＣＨ受信に関してデータ対パイロット電力オフセットを適用す
る。
【０１８３】
　ＷＴＲＵは、新しい値が構成されるまで、ネットワークによってシグナリングされたデ
ータ対パイロット電力オフセットを維持する。１つのオプションで、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ
シグナリングを介してデータ対パイロット電力オフセットを受信し、このデータ対パイロ
ット電力オフセットを、上で説明した手法のうちの１つを介して新しい値を受信するまで
使用する。
【０１８４】
　別のオプションでは、ネットワークは、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルセット内のセル
ごとに測定電力オフセットΓ（ｄＢ単位）をＷＴＲＵにシグナリングする。ＷＴＲＵは、
この測定電力オフセットに基づいて、各セルからのデータチャネルの相対電力を判定する
。測定電力オフセットが、パイロット電力に関するデータ送信の電力オフセットを表すと
仮定する。次に、ＷＴＲＵは、各チャネル推定値に測定電力オフセットを適用して（たと
えば、線形領域で）、正しい有効チャネル推定値を入手する。この概念を、次のようにさ
らに詳細に示すことができる。
【０１８５】
【数２】

【０１８６】
　ここで、Γｌは、第ｌサービングＨＳ－ＤＳＣＨセルの測定電力オフセットであり（た
とえば、ｌ＝１について、これはサービングＨＳ－ＤＳＣＨセルに対応し、ｌ＝２は、副
サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルに対応する）、
【０１８７】
【数３】

【０１８８】
は、第ｌセルのチャネル推定値であり（パイロット信号のみに基づく）、
【０１８９】
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【数４】

【０１９０】
は、推定された結果の有効チャネルである。
【０１９１】
　別の解決策では、ＷＴＲＵは、検出に関して、同一のデータ対パイロット電力オフセッ
トが、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルセット内のすべてのセルについて使用されると仮定
する。これは、ソフトコンバイニング手法についてＷＴＲＵでの潜在的に非最適な受信性
能につながる可能性があるが、ネットワークは、それ自体で各セル上のデータ信号対パイ
ロット信号の相対電力を判定することによって、ＷＴＲＵ性能を制御することができる。
【０１９２】
　ネットワークは、それがＷＴＲＵから受信するＣＱＩ情報に基づいて、ＭＣＳ（Ｍｏｄ
ｕｌａｔｉｏｎ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｅｔ）、データの量、および電力を判定する。最適の
検出性能を保証するために、ネットワークは、ＷＴＲＵにデータを送信するすべてのセル
について同一のデータ対パイロット電力およびＭＣＳを使用することができる（その結果
、ＷＴＲＵが、最適フィルタ重みまたはＲＡＫＥフィンガを導出するようになる）。これ
は、ネットワークからの追加のシグナリングを必要としないという利益を有する。単一の
ＨＳ－ＳＣＣＨを使用することができる（たとえば、サービングＨＳ－ＤＳＣＨセルから
の）。これは、２つの形のＷＴＲＵ受信機実装形態、すなわち、チップレベル等化および
記号レベル組合せ（たとえば、ＨＡＲＱレベルにおける）をも可能にする。
【０１９３】
　あるいは、ネットワークは、すべてのセルについて同一のデータ対パイロット電力およ
び符号化されたデータを使用することができるが、潜在的に、異なる変調および符号化方
式（すなわち、異なるＲＶ）を使用することができる。この手法は、データ対パイロット
電力オフセットの追加のシグナリングを必要としないという利益を有する。異なるＭＣＳ
が、ＷＴＲＵにシグナリングされる必要がある（１セルあたり１つのＨＳ－ＳＣＣＨを介
して）。これは、ＷＴＲＵ実装形態の１つの形すなわち、記号レベル組合せ（たとえば、
ＨＡＲＱレベルにおける）のみを許容する。
【０１９４】
　ＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）は、
ＷＴＲＵデータ接続性を維持しながらＷＴＲＵ電力節約を目指すＣＰＣ（Ｃｏｎｔｉｎｕ
ｏｕｓ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）特徴である。ＤＲＸモードでは、Ｗ
ＴＲＵは、事前に構成されたＤＲＸ受信パターンに従ってダウンリンクデータを不連続に
受信することを許容される。マルチキャリア（ＤＣ－ＨＳＤＰＡまたは４Ｃ－ＨＳＤＰＡ
）実現では、ＤＲＸの実装形態は、単純である。なぜなら、同一の受信パターンを、送信
に用いられるすべてのセルについて使用できるからである。これが実現可能であるのは、
セルが、同一のＮｏｄｅ　Ｂに属すると仮定され、したがって、すべての関連するダウン
リンク送信を同期化できるからである。
【０１９５】
　複数ポイント送信では、特にＮｏｄｅ　Ｂ間展開について、動作時のセルが、ＵＭＴＳ
ネットワークの非同期の性質に起因して同期化されない場合がある。したがって、ＤＲＸ
アクティブ化またはＤＲＸ非アクティブ化などのＤＲＸ関連手順は、サイト間展開要件に
対処するために変更される必要がある可能性がある。
【０１９６】
　ユーザに関する電力節約の利益を最大にするために、２つのセルによって使用される受
信パターンが、できる限り時間内に位置合せされるように、主サービングセルと副（支援
）サービングセルとの両方でのＤＲＸ動作を調整することができる。ＤＲＸパラメータの
同一のセットまたはＤＲＸサイクルなどのＤＲＸパラメータの１セットのみが、両方のセ
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ルで構成される。無線インターフェース同期化手順をかかわらせることによって、両方の
セルのＦ－ＤＰＣＨの送信に関連するＣＦＮ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕ
ｍｂｅｒ）を、あるレベルの正確さを伴って位置合せすることができる。この位置合せさ
れたＣＦＮを使用することによって、制御アルゴリズムを、両方のセルに関する調整され
たダウンリンクＤＲＸ受信パターンを生成するように設計することができる。異なるセル
でのＦ－ＤＰＣＨ無線フレームおよびＨＳ－ＳＣＣＨ無線フレームのタイミング関係の潜
在的変動に起因して、追加の時間調整手順を使用して、２つの受信パターンを位置合せす
ることができる。
【０１９７】
　たとえば、Ｆ－ＤＰＣＨとＨＳ－ＳＣＣＨとの時間差を、主サービングセルについてτ

ＤＲＸ０と表し、副サービングセルについてτＤＲＸ１と表す。ネットワークが、タイミ
ングオフセットパラメータＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔを構成するときには、２
つのサービングセルについてこれを異なってセットすることが要求される。より具体的に
は、この２つのタイミングオフセットパラメータの関係は、次を満たさなければならない
。
　　（ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ０－ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ１
）＝（τＤＲＸ１－τＤＲＸ０）
　（τＤＲＸ１－τＤＲＸ０）は、サブフレームに関して表され、最も近い整数に四捨五
入しなければならないことに留意されたい。
【０１９８】
　主サービングセルについて、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンは、そのＨＳ－ＳＣＣＨ　Ｄ
ＲＸ無線フレーム番号（ＣＦＮ＿ＤＲＸ）およびサブフレーム番号（Ｓ＿ＤＲＸ）が、
　　（（５×ＣＦＮ＿ＤＲＸ０－ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ０＋Ｓ＿ＤＲＸ０
）　ＭＯＤ　ＵＥ＿ＤＲＸサイクル）＝０
を立証するサブフレームのセットである。
【０１９９】
　ここで、ＣＦＮ＿ＤＲＸ０は、主サービングセルに関し、対応するＦ－ＤＰＣＨ無線フ
レームに関連するＨＳ－ＳＣＣＨの無線フレーム番号であり、これは、無線インターフェ
ース同期化手順を介して２つのサービングセルの間で位置合せされる。Ｓ＿ＤＲＸ０は、
０から４までの範囲の、１つの無線フレームの中での主サービングセルのＨＳ－ＳＣＣＨ
サブフレーム番号である。ＵＥ＿ＤＲＸサイクルは、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンの反復
サイクルを指定する、上位層によって構成されるパラメータである。
【０２００】
　副サービングセルについて、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンは、そのＨＳ－ＳＣＣＨ　Ｃ
ＦＮ＿ＤＲＸおよびＳ＿ＤＲＸが
　　（（５×ＣＦＮ＿ＤＲＸ１－ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ１＋Ｓ＿ＤＲＸ１
）　ＭＯＤ　ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅ）＝０
を立証するサブフレームのセットである。
【０２０１】
　ここで、ＣＦＮ＿ＤＲＸ１は、副サービングセルに関し、対応するＦ－ＤＰＣＨ無線フ
レームに関連するＨＳ－ＳＣＣＨの無線フレーム番号であり、Ｓ＿ＤＲＸ１は、副サービ
ングセルのＨＳ－ＳＣＣＨサブフレーム番号である。
【０２０２】
　代替の解決策として、ネットワークは、
　　ＵＥ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ＝ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ０－ＵＥ＿ＤＴ
Ｘ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ１＋（τＤＲＸ０－τＤＲＸ１）
によって計算される追加のタイミングオフセットパラメータを構成することができる。
【０２０３】
　この時間オフセットパラメータは
　　（（５×ＣＦＮ＿ＤＲＸ１－ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ１－ＵＥ＿ＤＲＸ
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＿Ｏｆｆｓｅｔ＋Ｓ＿ＤＲＸ１）　ＭＯＤ　ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅ）＝０
として副サービングセル上でのみ受信パターンの計算に適用される。
【０２０４】
　この場合に、ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ０およびＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏ
ｆｆｓｅｔ１を、個々のＮｏｄｅ　Ｂによって独立に構成することができる。
【０２０５】
　ＤＴＸモードがアクティブ化されるときに、マルチポイント動作のＮｏｄｅ　Ｂは、そ
れぞれ主サービングセルおよび副サービングセルについて、上で説明した受信パターンに
従って送信を実行する。
【０２０６】
　ＷＴＲＵでは、受信パターンが、タイミング調整手順の結果として位置合せされ、また
はほぼ位置合せされるので、ＷＴＲＵは、セルのいずれかで提供されるタイミングカウン
タに従って受信パターンの１つのセットを計算する共通の状態機械を実施することだけが
必要である。状態機械が、ＷＴＲＵをウェイクアップすべきタイムインターバルであると
判定した後に、ＷＴＲＵは、潜在的なデータ受信について両方のセルからのＨＳ－ＳＣＣ
Ｈを監視し始める。異なるセルの受信パターンの間のわずかな残留オフセットのゆえにデ
ータ送信を潜在的に見逃すことを避けるために、ＷＴＲＵは、受信インターバルの周囲の
１つまたは少数のさらなる追加のサブフレームを監視することができる。あるいは、ＷＴ
ＲＵは、上の式に従って他のセルのＨＳ－ＳＣＣＨ監視が完了し、ＷＴＲＵが受信機をオ
フに切り替えなければならない場合であっても、わずかにオフセットされたセルのＨＳ－
ＳＣＣＨ全体が監視されることを保証することができる。
【０２０７】
　受信パターンを位置合せする例が、図１３に示され、図１３では、パラメータは、ＵＥ
＿ＤＲＸ＿ｃｙｃｌｅ＝４、τＤＲＸ０＝１ｓｕｂｆｒａｍｅ、τＤＲＸ１＝２ｓｕｂｆ
ｒａｍｅｓとしてセットされ、タイミングオフセットパラメータは、制約
　　（ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ０－ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ１
）＝１
を満たさなければならない。
【０２０８】
　別の解決策では、ネットワークは、マルチポイント送信に関する複数のＤＲＸ受信パタ
ーンを維持せず、またはこれらの同期化を試みない。その代わりに、１つのＤＲＸ受信パ
ターンだけが、１つのセルについて構成されたカウンタまたはパラメータのセットを使用
することによって判定される。たとえば、ＤＲＸ受信パターンは、３ＧＰＰ標準規格の既
存のルールによって、主サービングセルからのタイミングパラメータを使用して判定され
る。マルチポイント送信の他のセルのＤＲＸ動作について、セルの送信に関する対応する
ウェイクアップインターバルは、主受信パターンとオーバーラップするサブフレームを見
つけることによって判定される。
【０２０９】
　セルの間の非同期の性質に起因して、サブフレームの一部だけが、主受信パターンとオ
ーバーラップすることが可能であり、おそらくは、２つの連続するサブフレームが、同一
のウェイクアップインターバルに含まれる可能性がある。この場合に、ルールを定義して
、複数のオプション、すなわち、受信パターンによって定義されるウェイクアップインタ
ーバルとの最大のオーバーラップ時間を有するサブフレーム、受信パターンによって定義
されるウェイクアップインターバルとオーバーラップする最初のサブフレーム、または受
信パターンによって定義されるウェイクアップインターバルとオーバーラップする最後の
サブフレームというサブフレームの一意の選択を行うことができる。
【０２１０】
　ＷＴＲＵは、受信パターンを生成する１つの状態機械を維持する。他のサービングセル
からのデータ受信に関して、この状態機械は、上で説明したルールを満たすサブフレーム
内のＨＳ－ＳＣＣＨを監視する。
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【０２１１】
　一例として、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンは、そのＨＳ－ＳＣＣＨ　ＣＦＮ＿ＤＲＸお
よびＳ＿ＤＲＸが
　　（（５×ＣＦＮ＿ＤＲＸ－ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ＋Ｓ＿ＤＲＸ）　Ｍ
ＯＤ　ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅ）＝０
を立証するサブフレームのセットである。
【０２１２】
　次に、マルチポイントＨＳＤＰＡ送信モードで、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンは、主サ
ービングセルについてのみ生成される。他のサービングセルに関するＨＳ－ＳＣＣＨ受信
サブフレームは、たとえばＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンによって定義されるサブフレーム
タイミングインターバルとオーバーラップする、最後のサブフレームを見つけることによ
って、このパターンから導出される。
【０２１３】
　上で説明した独立ＤＲＸ動作または調整されたＤＲＸ動作のいずれであれ、送信のすべ
てのセルが、同時にＤＲＸモードに入ることが有益である可能性がある。なぜなら、ＷＴ
ＲＵでの無線フロントエンド全体が、電力節約の利益を最大に主張するために非アクティ
ブ期間中に停止される可能性があるからである。セルの間でのＤＲＸモードの調整された
アクティブ化または非アクティブ化を可能にする制御機構を、提供することができる。
【０２１４】
　いずれかのセルのＮｏｄｅ　Ｂは、それ自体で、データトラフィックまたはＷＴＲＵ動
作状況に関して認識した情報に基づいて、ＤＲＸ動作のアクティブ化または非アクティブ
化を開始するために働くことができる。Ｎｏｄｅ　Ｂスケジューラが、ＷＴＲＵについて
ＤＲＸモードをアクティブ化または非アクティブ化すると判断した後に、Ｎｏｄｅ　Ｂス
ケジューラは、ＲＮＣからの指示を受けずに、ＷＴＲＵに直接に（非）アクティブ化ＨＳ
－ＳＣＣＨ命令を送信する。
【０２１５】
　通知は、Ｉｕｒインターフェースを介してサービングＲＮＣ（ＳＲＮＣ）に同時にまた
はその後にシグナリングされて、ＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化についてＲＮＣに
知らせる。この通知を受信する時に、ＳＲＮＣは、さらに、マルチポイント送信に用いら
れる他のセル（１つまたは複数）のＮｏｄｅ　Ｂ（１つまたは複数）にコマンドを送信す
ることができる。このコマンドは、Ｎｏｄｅ　ＢにＤＲＸモードを開始する（または停止
する）ように指示する命令および／またはオプションでＮｏｄｅ　ＢにＤＲＸモードをア
クティブ化または非アクティブ化すべき時を知らせるタイミング情報（たとえば、ＣＦＮ
によって指定される）を含むことができる。
【０２１６】
　ＳＲＮＣからＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化コマンドを受信するＮｏｄｅ　Ｂは
、ＨＳ－ＳＣＣＨを介してＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化命令をＷＴＲＵにシグナ
リングし、このサービングセルを介して搬送されるダウンリンク送信がＤＲＸモードに入
る（または終了する）ことを可能にする。あるいは、共通のＤＲＸ状態が、ＷＴＲＵ内で
実施され、命令が、第１のセルによって受信された場合に、Ｎｏｄｅ　Ｂは、別のＤＲＸ
命令を送信する必要がない。ＳＲＮＣまたは他のＮｏｄｅ　ＢからのＤＲＸアクティブ化
／非アクティブ化の通知の時に、Ｎｏｄｅ　Ｂは、単純にＤＲＸ動作を開始または停止す
ることができる。
【０２１７】
　図１４は、通知ベースのＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化手順１４００の流れ図で
ある。手順１４００では、ＷＴＲＵ　１４０２は、主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂ　１
４０４および副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂ　１４０６と通信する。Ｎｏｄｅ　Ｂ　１
４０４および１４０６は、サービングＲＮＣ（ＳＲＮＣ）１４０８と通信する。
【０２１８】
　ＷＴＲＵ　１４０２は、Ｎｏｄｅ　Ｂ　１４０４から、主セルのアクティブ化または非
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アクティブ化のＨＳ－ＳＣＣＨ命令を受信する（ステップ１４１０）。Ｎｏｄｅ　Ｂ　１
４０４は、対応するＤＲＸアクティブ化通知またはＤＲＸ非アクティブ化通知をＳＲＮＣ
　１４０８に送信する（ステップ１４１２）。ＳＲＮＣ　１４０８は、Ｎｏｄｅ　Ｂ　１
４０６にＤＲＸアクティブ化コマンドまたはＤＲＸ非アクティブ化コマンドを送信する（
ステップ１４１４）。Ｎｏｄｅ　Ｂ　１４０６は、副セルのアクティブ化命令または非ア
クティブ化命令に関するＨＳ－ＳＣＣＨ命令をＷＴＲＵ　１４０２に送信する（ステップ
１４１６）。
【０２１９】
　通知ベースのＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化を用いると、待ち時間が、異なるセ
ルを介するＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化に存在する可能性が高い。すべてのセル
が同時にＤＲＸモードに入る（または終了する）ことを可能にするために、開始するＮｏ
ｄｅ　Ｂは、まず（たとえば、命令をＷＴＲＵに送信する前に）ＳＲＮＣまたは他のＮｏ
ｄｅ　Ｂに通知を送信することができる。通知メッセージ内に、開始するＮｏｄｅ　Ｂは
、アクティブ化／非アクティブ化のタイミング情報を含めることができる。たとえば、開
始するＮｏｄｅ　Ｂは、ＷＴＲＵにＨＳ－ＳＣＣＨ命令をシグナリングすることになるＣ
ＦＮを指定することができる。
【０２２０】
　あるいは、通知の受信からアクティブ化／非アクティブ化までの固定された遅延を指定
することができる。この通知メッセージは、マルチポイント送信で他のＮｏｄｅ　Ｂに転
送され、他のＮｏｄｅ　Ｂが、アクティブ化／非アクティブ化について準備できるように
なる。タイマまたは指定されたＣＦＮによって定義される指定されたタイミングに、Ｎｏ
ｄｅ　Ｂのうちの１つ（たとえば、初期Ｎｏｄｅ　Ｂまたは主Ｎｏｄｅ　Ｂ）は、すべて
のサービングセルに関してＤＲＸモードを開始（または停止）するＨＳ－ＳＣＣＨ命令を
ＷＴＲＵに送信することができる。オプションで、他のサービングＮｏｄｅ　Ｂも、同一
の命令をその対応するダウンリンクを介して送信して、信頼性を改善することができる。
【０２２１】
　図１５は、タイマを含むＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化通知手順１５００の流れ
図である。手順１５００では、ＷＴＲＵ　１５０２が、主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂ
　１５０４および副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂ　１５０６と通信する。Ｎｏｄｅ　Ｂ
　１５０４および１５０６は、サービングＲＮＣ（ＳＲＮＣ）１５０８と通信する。
【０２２２】
　Ｎｏｄｅ　Ｂ　１５０４は、タイミング情報を含む通知と共に、ＳＲＮＣ　１５０８に
ＤＲＸアクティブ化通知またはＤＲＸ非アクティブ化通知を送信する（ステップ１５１０
）。上で注記したように、タイミング情報は、アクティブ化コマンドもしくは非アクティ
ブ化コマンドの固定された時刻またはアクティブ化コマンドもしくは非アクティブ化コマ
ンドの送信までの相対時間を示す遅延値を含むことができる。ＳＲＮＣは、タイミング情
報に基づいて、ＤＲＸアクティブ化コマンドまたはＤＲＸ非アクティブ化コマンドをＮｏ
ｄｅ　Ｂ　１５０６に送信する（ステップ１５１２）。やはりタイミング情報に基づいて
、Ｎｏｄｅ　Ｂ　１５０４は、主セルと副セルとの両方のアクティブ化または非アクティ
ブ化のＨＳ－ＳＣＣＨ命令をＷＴＲＵ　１５０２に送信する（ステップ１５１４）。
【０２２３】
　ハンドシェークベースのＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化では、開始するＮｏｄｅ
　Ｂは、上で説明した通知メッセージではなく、ＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化要
求をＳＲＮＣに送信する。ＳＲＮＣは、要求がグラントされるか否かを判断する。ＳＲＮ
Ｃは、ＷＴＲＵ測定報告を介して受信したＷＴＲＵ動作条件と一緒に、上位層トラフィッ
ク条件およびバッファ状況に基づいて、要求を評価することができる。ＳＲＮＣが、要求
がグラントされると判断した後に、ＳＲＮＣは、開始するＮｏｄｅ　Ｂにグラントメッセ
ージを送信し、このグラントメッセージは、ＷＴＲＵへのＨＳ－ＳＣＣＨ命令をいつ送信
すべきかをＮｏｄｅ　Ｂに知らせるためにＣＦＮによって指定されるタイミング情報も含
むことができる。一方、同一のメッセージまたは類似するメッセージが、マルチポイント



(41) JP 2013-539321 A 2013.10.17

10

20

30

40

50

送信内の他のＮｏｄｅ　Ｂに送信されて、他のサービングセル上のＤＲＸアクティブ化／
非アクティブ化を開始する。ＳＲＮＣが、要求をグラントしないと判断する場合には、Ｓ
ＲＮＣは、開始するＮｏｄｅ　ＢにＮＡＣＫメッセージを送信して、要求を無効化するこ
とができる。または、オプションで、ＳＲＮＣは、要求に全く応答しない。Ｎｏｄｅ　Ｂ
でセットされたタイマが、ＳＲＮＣからのグラントを受信する前に満了する場合には、Ｎ
ｏｄｅ　Ｂは、要求がグラントされなかったことを知る。
【０２２４】
　図１６は、ハンドシェークベースのアクティブ化／非アクティブ化手順１６００の流れ
図である。手順１６００では、ＷＴＲＵ　１６０２は、主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂ
　１６０４および副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂ　１６０６と通信する。Ｎｏｄｅ　Ｂ
　１６０４および１６０６は、サービングＲＮＣ（ＳＲＮＣ）１６０８と通信する。
【０２２５】
　Ｎｏｄｅ　Ｂ　１６０４は、ＤＲＸアクティブ化要求またはＤＲＸ非アクティブ化要求
をＳＲＮＣ　１６０８に送信する（ステップ１６１０）。ＳＲＮＣ　１６０８は、ＤＲＸ
アクティブ化グラントまたはＤＲＸ非アクティブ化グラントをＮｏｄｅ　Ｂ　１６０４に
送信し（ステップ１６１２）、対応するＤＲＸアクティブ化コマンドまたはＤＲＸ非アク
ティブ化コマンドをＮｏｄｅ　Ｂ　１６０６に送信する（ステップ１６１４）。ステップ
１６１２および１６１４が、手順１６００の動作に影響を与えずに同時にまたは逆の順序
で発生し得る（その結果、ステップ１６１４がステップ１６１２の前に発生するようにな
る）ことに留意されたい。ＳＲＮＣ　１６０８からグラントを受信した後に、Ｎｏｄｅ　
Ｂ　１６０４は、主セルと副セルとの両方のアクティブ化または非アクティブ化のＨＳ－
ＳＣＣＨ命令をＷＴＲＵ　１６０２に送信する（ステップ１６１６）。
【０２２６】
　ステップ１６１６では、開始するＮｏｄｅ　Ｂ　１６０４だけがＷＴＲＵ　１６０２に
ＨＳ－ＳＣＣＨ命令を送信し、このＨＳ－ＳＣＣＨ命令は、マルチポイント動作のすべて
のサービングセルについてＤＲＸ動作をアクティブ化または非アクティブ化する。オプシ
ョンで、別々のＨＳ－ＳＣＣＨ命令を、おそらくはＤＲＸ動作をわずかに異なるタイミン
グでアクティブ化させまたは非アクティブ化させる意図を伴って、他のＮｏｄｅ　Ｂによ
って送信することができる。このタイミング差を、異なるＮｏｄｅ　Ｂにアドレッシング
されたグラントメッセージ内で指定されるタイマを介してＳＲＮＣ　１６０８によって制
御することができる。
【０２２７】
　ＤＲＸアクティブ化またはＤＲＸ非アクティブ化を、サービングＲＮＣのみによって開
始することができる。ＲＮＣは、それが認識するトラフィック条件およびＮｏｄｅ　Ｂス
ケジューリング状況に基づいて判断を行う。ＲＮＣが、ＷＴＲＵについてＤＲＸモードを
アクティブ化または非アクティブ化すると判断する時に、ＲＮＣは、マルチポイント送信
のすべての関係するＮｏｄｅ　Ｂに、行うべきアクションおよび実行の時刻を指定するコ
マンドメッセージをシグナリングする。コマンドメッセージの受信時に、Ｎｏｄｅ　Ｂは
、単一のＨＳ－ＳＣＣＨ命令または別々のＨＳ－ＳＣＣＨ命令のいずれかをＷＴＲＵに送
信して、アクションを完了する。
【０２２８】
　図１７に、ＲＮＣによって制御されるＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化手順１７０
０を示す。手順１７００では、ＷＴＲＵ　１７０２は、主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂ
　１７０４および副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂ　１７０６と通信する。Ｎｏｄｅ　Ｂ
　１７０４および１７０６は、サービングＲＮＣ（ＳＲＮＣ）１７０８と通信する。
【０２２９】
　ＳＲＮＣ　１７０８は、ＤＲＸアクティブ化コマンドまたはＤＲＸ非アクティブ化コマ
ンドをＮｏｄｅ　Ｂ　１７０４（ステップ１７１０）およびＮｏｄｅ　Ｂ　１７０６（ス
テップ１７１２）に送信する。ステップ１７１０および１７１２が、手順１７００の動作
に影響を与えずに同時にまたは逆の順序で発生し得る（その結果、ステップ１７１２がス
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テップ１７１０の前に発生するようになる）ことに留意されたい。ＳＲＮＣ　１７０８か
らコマンドを受信した後に、Ｎｏｄｅ　Ｂ　１７０４は、主セルと副セルとの両方のアク
ティブ化または非アクティブ化のＨＳ－ＳＣＣＨ命令をＷＴＲＵ　１７０２に送信する（
ステップ１７１４）。
【０２３０】
　あるいは、ＤＲＸモードを、主サービングセル内でのみ許容することができる。主サー
ビングセルにサービスするＮｏｄｅ　Ｂは、ＤＲＸアクティブ化／非アクティブ化を、上
で説明した通知ベースの方法またはハンドシェークベースの方法のいずれかによってＳＲ
ＮＣに通信することができる。副サービングセルとして働くＮｏｄｅ　Ｂが、ＳＲＮＣか
らＤＲＸアクティブ化コマンド（または通知）を受信するときに、そのＮｏｄｅ　Ｂは、
ＨＳ－ＳＣＣＨを介してＷＴＲＵにセル非アクティブ化命令をシグナリングして、ＤＲＸ
動作モード中の副サービングセルからの送信全体を非アクティブ化することができる。副
サービングセルとして働くＮｏｄｅ　Ｂが、ＳＲＮＣからＤＲＸ非アクティブ化コマンド
を受信するときに、そのＮｏｄｅ　Ｂは、ＨＳ－ＳＣＣＨを介してＷＴＲＵにセルアクテ
ィブ化命令をシグナリングして、副サービングセルを再アクティブ化することができる。
あるいは、ＳＲＮＣが主サービングセルとして働くＮｏｄｅ　ＢのＤＲＸアクティブ化通
知を受信するときに、ＳＲＮＣは、単純に副Ｎｏｄｅ　Ｂへのデータの送信を停止する。
したがって、副サービングセルは、非アクティブ化されたかのように動作し、その結果、
ＷＴＲＵは、ＤＲＸモード中に副サービングセルからの送信を監視する必要がなくなる。
【０２３１】
　ＤＲＸアクティブ化またはＤＲＸ非アクティブ化時のネットワークの動きを、下で説明
する。マルチポイント送信がＮｏｄｅ　Ｂ間モードまたはサイト間モードで動作する状態
では、異なるＮｏｄｅ　Ｂに存在する１つより多いＭＡＣエンティティがある場合がある
。したがって、サービングＲＮＣは、上位層からのデータを分割し、データをＭＡＣバッ
ファのそれぞれにディスパッチする必要がある。不必要なＲＬＣ再送信を避けるために、
サービングＲＮＣは、各Ｎｏｄｅ　Ｂのスケジューリングアクティビティを監視し、およ
びこれらに適当な量のデータを分配する。
【０２３２】
　開始するＮｏｄｅ　ＢからＤＲＸアクティブ化通知を受信する時に、ＳＲＮＣは、Ｎｏ
ｄｅ　ＢのＭＡＣバッファへのデータの分配を停止するか、または、ＤＲＸモードによっ
て処理できるレベルまでデータサイズを減らすことを要求される。上位層からの残りのデ
ータトラフィックは、大量にある場合に、他のサービングセルのＭＡＣ（１つまたは複数
）に向けられる。この場合に、他のサービングセルについてＤＲＸをアクティブ化するア
クションを、データが送信されるまで延期することができる。
【０２３３】
　アクティブ化通知メッセージの受信における待ち時間のゆえに、ＳＲＮＣでのデータ分
割機能は、それでも、開始するＮｏｄｅ　ＢがＤＲＸモードに入った後に、開始するＮｏ
ｄｅ　Ｂにいくつかのデータを分配する可能性がある。このデータは、そのＮｏｄｅ　Ｂ
の非アクティブ送信状況に起因して、送信に過剰な長さの時間を要する可能性がある。こ
の場合に、ＳＲＮＣは、アクティブ化通知を受信した後に何が起きつつあるのかを予測で
きる場合に、同一のデータを他のＮｏｄｅ　Ｂに再分配することができる。開始するＮｏ
ｄｅ　Ｂでは、そのＭＡＣバッファをフラッシュし、ＤＲＸモードに留まることがよりよ
い。
【０２３４】
　ハンドシェークベースのアクティブ化手順またはＲＮＣによって制御されるアクティブ
化手順について、サービングＲＮＣは、すべてを制御し、したがって、データ分割または
リダイレクトの問題は、心配がより少ない。
【０２３５】
実施形態
　１．主サービングセルと副サービングセルとの間のＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕ
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ｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）動作を調整する方法であって、主サービングセルおよび副サー
ビングセルのＤＲＸパラメータを構成するステップと、主サービングセル内と副サービン
グセル内との両方でＣＦＮ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）を位置
合せするために無線インターフェース同期化手順を実行するステップと、位置合せされた
ＣＦＮを使用して主サービングセルおよび副サービングセルのＤＲＸ受信パターンを調整
するステップとを含むことを特徴とする方法。
【０２３６】
　２．構成するステップは、主サービングセルのＤＲＸパラメータの第１のセットおよび
副サービングセルのＤＲＸパラメータの第２のセットを構成するステップ、または主サー
ビングセルと副サービングセルとの両方のＤＲＸパラメータの１つのセットを構成するス
テップのうちのいずれか１つを含むことを特徴とする実施形態１に記載の方法。
【０２３７】
　３．構成するステップは、主サービングセルの第１のタイミングオフセットパラメータ
および副サービングセルの第２のタイミングオフセットパラメータを計算するステップを
含むことを特徴とする実施形態１または２に記載の方法。
【０２３８】
　４．主サービングセルの受信パターンは、式（（５×ＣＦＮ＿ＤＲＸ０－ＵＥ＿ＤＴＸ
＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ０＋Ｓ＿ＤＲＸ０）　ＭＯＤ　ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅ）＝０に
従って判定され、ここで、ＣＦＮ＿ＤＲＸ０は、主サービングセルの対応するフラクショ
ナル個別物理チャネルに関連するＨＳ－ＳＣＣＨ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａｒｅｄ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の無線フレーム番号であり、ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ
＿Ｏｆｆｓｅｔ０は、主サービングセルのタイミングオフセットパラメータであり、Ｓ＿
ＤＲＸ０は、主サービングセルのＨＳ－ＳＣＣＨサブフレーム番号であり、ＵＥ＿ＤＲＸ
ｃｙｃｌｅは、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンの反復サイクルを指定する上位層によって構
成されたパラメータであることを特徴とする実施形態１～３のいずれか一項に記載の方法
。
【０２３９】
　５．副サービングセルの受信パターンは、式（（５×ＣＦＮ＿ＤＲＸ１－ＵＥ＿ＤＴＸ
＿ＤＲＸ＿Ｏｆｆｓｅｔ１＋Ｓ＿ＤＲＸ１）　ＭＯＤ　ＵＥ＿ＤＲＸｃｙｃｌｅ）＝０に
従って判定され、ここで、ＣＦＮ＿ＤＲＸ１は、副サービングセルの対応するフラクショ
ナル個別物理チャネルに関連するＨＳ－ＳＣＣＨ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａｒｅｄ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の無線フレーム番号であり、ＵＥ＿ＤＴＸ＿ＤＲＸ
＿Ｏｆｆｓｅｔ１は、副サービングセルのタイミングオフセットパラメータであり、Ｓ＿
ＤＲＸ１は、副サービングセルのＨＳ－ＳＣＣＨサブフレーム番号であり、ＵＥ＿ＤＲＸ
サイクルは、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信パターンの反復サイクルを指定する上位層によって構成
されたパラメータであることを特徴とする実施形態１～４のいずれか一項に記載の方法。
【０２４０】
　６．ＤＲＸアクティブ化命令またはＤＲＸ非アクティブ化命令を主サービングセルのＮ
ｏｄｅ　Ｂまたは副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂから無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）
に送信するステップと、ＤＲＸアクティブ化命令またはＤＲＸ非アクティブ化命令に関す
る情報を主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂまたは副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂからサ
ービング無線ネットワークコントローラ（ＳＲＮＣ）に送信するステップとをさらに含む
ことを特徴とする実施形態１～５のいずれか一項に記載の方法。
【０２４１】
　７．ＤＲＸアクティブ化命令またはＤＲＸ非アクティブ化命令を送信しなかったサービ
ングＮｏｄｅ　ＢでＤＲＸモードをアクティブ化または非アクティブ化するコマンドをＳ
ＲＮＣから受信するステップをさらに含むことを特徴とする実施形態６に記載の方法。
【０２４２】
　８．コマンドは、ＤＲＸモードをいつアクティブ化または非アクティブ化すべきかに関
するタイミング情報を含むことを特徴とする実施形態７に記載の方法。
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【０２４３】
　９．ＤＲＸアクティブ化命令またはＤＲＸ非アクティブ化命令を以前に送信しなかった
サービングＮｏｄｅ　Ｂから、ＤＲＸモードをアクティブ化または非アクティブ化するコ
マンドをＷＴＲＵに送信するステップをさらに含むことを特徴とする実施形態７に記載の
方法。
【０２４４】
　１０．通知ベースのＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）アク
ティブ化または非アクティブ化の方法であって、主サービングセルのアクティブ化命令ま
たは非アクティブ化命令を主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂから無線送受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）に送信するステップと、対応するＤＲＸアクティブ化通知またはＤＲＸ非アクテ
ィブ化通知を主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂからサービング無線ネットワークコントロ
ーラ（ＳＲＮＣ）に送信するステップと、ＤＲＸアクティブ化コマンドまたはＤＲＸ非ア
クティブ化コマンドを副サービングセルのＮｏｄｅ　ＢでＳＲＮＣから受信するステップ
と、副サービングセルのアクティブ化命令を副サービングセルのＮｏｄｅ　ＢからＷＴＲ
Ｕに送信するステップとを含むことを特徴とする方法。
【０２４５】
　１１．ＤＲＸアクティブ化通知またはＤＲＸ非アクティブ化通知は、主サービングセル
のアクティブ化命令または非アクティブ化命令をＷＴＲＵに送信する前にＳＲＮＣに送信
されることを特徴とする実施形態１０に記載の方法。
【０２４６】
　１２．ＤＲＸアクティブ化通知またはＤＲＸ非アクティブ化通知は、アクティブ化また
は非アクティブ化に関するタイミング情報を含むことを特徴とする実施形態１０または１
１に記載の方法。
【０２４７】
　１３．通知ベースのＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）アク
ティブ化または非アクティブ化の方法であって、ＤＲＸアクティブ化要求またはＤＲＸ非
アクティブ化要求を主サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂからサービング無線ネットワークコ
ントローラ（ＳＲＮＣ）に送信するステップと、ＤＲＸアクティブ化グラントまたはＤＲ
Ｘ非アクティブ化グラントを主Ｎｏｄｅ　ＢでＳＲＮＣから受信するステップと、主サー
ビングセルおよび副サービングセルのＤＲＸアクティブ化命令またはＤＲＸ非アクティブ
化命令を主Ｎｏｄｅ　Ｂから無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に送信するステップとを含
むことを特徴とする方法。
【０２４８】
　１４．ＤＲＸアクティブ化グラントまたはＤＲＸ非アクティブ化グラントは、主Ｎｏｄ
ｅ　ＢがＤＲＸアクティブ化命令またはＤＲＸ非アクティブ化命令をＷＴＲＵにいつ送信
すべきかに関するタイミング情報を含むことを特徴とする実施形態１３に記載の方法。
【０２４９】
　１５．ＳＲＮＣがＤＲＸアクティブ化要求またはＤＲＸ非アクティブ化要求をグラント
しないという条件の下で、ＳＲＮＣは、否定応答を主Ｎｏｄｅ　Ｂに送信することを特徴
とする実施形態１３または１４に記載の方法。
【０２５０】
　１６．ＳＲＮＣがＤＲＸアクティブ化要求またはＤＲＸ非アクティブ化要求をグラント
せず、主Ｎｏｄｅ　ＢのタイマがＤＲＸアクティブ化グラントまたはＤＲＸ非アクティブ
化グラントを受信する前に満了するという条件の下で、主Ｎｏｄｅ　Ｂは、要求がグラン
トされなかったと判定することを特徴とする実施形態１３または１４に記載の方法。
【０２５１】
　１７．ＤＲＸアクティブ化コマンドまたはＤＲＸ非アクティブ化コマンドをＳＲＮＣか
ら副サービングセルのＮｏｄｅ　Ｂに送信するステップをさらに含むことを特徴とする実
施形態１３～１６のいずれか一項に記載の方法。
【０２５２】
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　１８．実施形態１～１７のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された無線
送受信ユニット。
【０２５３】
　１９．実施形態１～１７のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成されたＮｏ
ｄｅ　Ｂ。
【０２５４】
　２０．実施形態１～１７のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された無線
ネットワークコントローラ。
【０２５５】
　特徴および要素が、上では特定の組合せで説明されるが、当業者は、各特徴または要素
を単独でまたは他の特徴および要素との任意の組合せで使用できることを了解するであろ
う。さらに、本明細書で説明される方法を、コンピュータまたはプロセッサによる実行の
ためにコンピュータ可読媒体内に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア、
またはファームウェアで実施することができる。コンピュータ可読媒体の例は、電子信号
（有線または無線の接続を介して送信される）およびコンピュータ可読記憶媒体を含む。
コンピュータ可読記憶媒体の例は、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディス
クおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディ
スクおよびディジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光学媒体を含むが、これらに限定
されない。ソフトウェアに関連するプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地
局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータ内で使用されるラジオ周波数トランシーバ
を実施することができる。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月30日(2013.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）によって主サービングセルおよび主副セルからデータ
を受信するための方法であって、前記方法は、
　前記ＷＴＲＵにおいて、前記ＷＴＲＵによって両方のセルから受信されるべきデータが
あるという指示を受信することであって、前記指示はＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed Share
d Control Channel）アクティブ化命令を含む、受信することと、
　前記アクティブ化命令が前記主サービングセルから受信されることを条件として、前記
ＷＴＲＵによって前記主副セルをアクティブ化することと、
　前記主サービングセルの第１のＨＳ－ＳＣＣＨおよび前記主副セルの第２のＨＳ－ＳＣ
ＣＨを監視することと、
　前記ＷＴＲＵが前記主サービングセルまたは前記主副セルを介して高速下り共有チャネ
ル無線ネットワークテンポラリ識別子（high speed downlink shared channel radio net
work temporary identifier）を検出することを条件として、前記ＷＴＲＵがそのセル上
で対応するＨＳ－ＰＤＳＣＨ（High Speed Physical Downlink Shared Channel）を復号
することと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記指示は、前記主サービングセルと前記主副セルとの両方についての１つの独立した
ＨＳ－ＳＣＣＨを受信することを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　マルチフローのオペレーション中に、２つの異なるセルから同一のＷＴＲＵ（無線送受
信ユニット）へ送信するための方法であって、前記方法は、
　主サービングセルにて第１のＨＳ－ＰＤＳＣＨ（High Speed Physical Downlink Share
d Channel）データトランスポートブロックを受信することと、
　前記主サービングセルによって前記第１のＨＳ－ＰＤＳＣＨデータトランスポートブロ
ックを処理して、前記ＷＴＲＵへの送信についての第１の信号を生成することと、
　主副セルにて第２のＨＳ－ＰＤＳＣＨデータトランスポートブロックを受信することと
、
　前記主副セルによって前記第２のＨＳ－ＰＤＳＣＨデータトランスポートブロックを処
理して、前記ＷＴＲＵへの送信についての第２の信号を生成することと、
　前記主サービングセルによって前記第１の信号を前記ＷＴＲＵへ送信することと、
　前記主副セルによって前記第２の信号を前記ＷＴＲＵへ送信することと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　２つのセルを介して２つの独立したＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed Shared Control Chan
nel）を使用して前記ＷＴＲＵをアドレッシングすることをさらに含むことを特徴とする
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記主サービングセルと前記主副セルとの両方についての１つの独立したＨＳ－ＳＣＣ
Ｈ（High Speed Shared Control Channel）を使用して前記ＷＴＲＵをアドレッシングす
ることをさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】
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　前記ＷＴＲＵへ、両方のセルから前記ＷＴＲＵによって受信されるべきデータがあると
いう指示を送信することであって、前記指示はＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed Shared Cont
rol Channel）アクティブ化命令を含む、送信することと、
　前記アクティブ化命令が前記主サービングセルから受信されることを条件として、前記
ＷＴＲＵによって前記主副セルをアクティブ化することと
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
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